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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】弱酸性ないし弱アルカリ性の電解水を効率よく
生成することができる電解水の製造装置を提供する。
【解決手段】電解水の製造装置１０は、陽極電極２２が
設けられた陽極室２０と、陰極電極３２が設けられた陰
極室３０と、陽極室２０と陰極室３０との間に設けられ
、電解質水溶液を収容する中間室４０と、陽極室２０と
中間室４０とを隔てる陰イオン交換膜２４と、陰極室３
０と中間室４０とを隔てる陽イオン交換膜３４とを含む
。陽極室２０と陰極室３０とは隔壁５０に設けられた連
通孔５２により連通している。このような電解水の製造
装置１０は、洗浄装置等に好ましく適用される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む空気
清浄装置。
【請求項２】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む製氷
装置。
【請求項３】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む内視
鏡用洗浄装置。
【請求項４】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む洗髪
装置。
【請求項５】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む水耕
栽培装置。
【請求項６】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
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　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む洗車装
置。
【請求項７】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む浄水
装置。
【請求項８】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含むトイ
レシステム。
【請求項９】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む床洗
浄機。
【請求項１０】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含むクー
リングタワー。
【請求項１１】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む空気
清浄システム。
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【請求項１２】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む排水
処理システム。
【請求項１３】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含むレン
ズ洗浄装置。
【請求項１４】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含むシャ
ワー装置。
【請求項１５】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む血液
透析装置用除菌洗浄システム。
【請求項１６】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む医療
機器洗浄装置。
【請求項１７】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、



(5) JP 2011-147789 A 2011.8.4

10

20

30

40

50

　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む潅水
および散水システム。
【請求項１８】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む除菌
マスクシステム。
【請求項１９】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む食器
洗浄装置。
【請求項２０】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む食肉
等洗浄除菌システム。
【請求項２１】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む食品
除菌洗浄システム。
【請求項２２】
　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む消臭
システム。
【請求項２３】
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　電解水の製造装置を含み、
　前記電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む洗濯
システム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電解水を利用した空気清浄装置、製氷装置、内視鏡用洗浄装置、洗髪装置、
水耕栽培装置、洗車装置、浄水装置、トイレシステム、床洗浄機、クーリングタワー、空
気清浄システム、排水処理システム、レンズ洗浄装置、シャワー装置、血液透析装置用除
菌洗浄システム、医療機器洗浄装置、潅水および散水システム、除菌マスクシステム、食
器洗浄装置、食肉等洗浄除菌システム、食品除菌洗浄システム、消臭システムおよび洗濯
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な電解水の生成装置としては、１槽式と２槽（室）式の生成装置がある。１槽式
の生成装置は、例えば、食塩水などの電解質水溶液を槽内に注入して陽極板と陰極板とを
配設し、これら陽極板と陰極板とに通電して電解工程を経ると塩化ナトリウムを含むアル
カリ電解水が生成される。また、電解工程において、有害なトリハロメタンが発生すると
共に、塩化ナトリウムがそのまま残存している。
【０００３】
　また、２槽（室）式の生成装置としては、例えば、特開２００５－３２９３７５号公報
（文献１）に開示された構成のものが公知になっている。この２室式の生成装置は、１つ
の槽の中間部をイオン透過性隔膜で仕切って対向する２つの電解室を形成し、各電解室に
原水供給手段と電解水取出手段とを設けると共に、一方の電解式に陽極用の電極と塩化物
水溶液(食塩水)供給手段を配設し他方の電解室に陰極用の電極を配設したものである。そ
して、各電極に所要の電圧を印加して電解工程を経ることにより、陽極側の電解式では塩
素ガスと塩化ナトリウムを含む酸性電解水が得られ、陰極側の電解室では水素ガスとアル
カリ電解水が得られる。
【０００４】
　塩化ナトリウムを含まない電解水を生産する装置としては、例えば、特開２０００－２
４６２４９号公報（文献２）に開示された３槽式の電解装置が公知になっている。この３
槽式の電解装置は、中間室の両側にイオン交換膜と電極板とを介して両側に陽極室と陰極
室とを備えた構造を有するものである。中間室には高濃度の電解質水溶液、例えば、１０
％濃度の塩化カリウムや塩化ナトリウム水溶液を充填される。また、陽極室と陰極室には
、例えば水道水を通水し、両電極板に通電して電解工程を経ることで、塩化ナトリウムを
含まない電解水、即ち陽極室ではｐＨ２．０～３．０程度の酸性電解水が生成される。一
方、陰極室ではｐＨ１０．０～１２．０程度のアルカリ性電解水が生成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３２９３７５号公報
【特許文献２】特開２０００－２４６２４９号公報
【０００６】
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　しかしながら、前記文献１に開示されている電解水の生成においては、電解の効率を高
めるために一方の電解室（陽極側）に食塩水を供給して電解を行うようにしている。その
陽極側の電解室で生成された酸性電解水は、次亜塩素酸のみならず、塩化ナトリウム分を
含んでいることによって、平衡移動による塩素ガスの気化等が生じてしまう。したがって
、次亜塩素酸などは短時間で気化してしまうため、酸性電解水において必要とする殺菌力
を長期間担保することがし難く、その用途が制限されてしまうという問題点を有する。
【０００７】
　また、前記文献２に開示されている電解水の生成方法は、電解室を３槽式にし、中央部
の電解室に食塩水などの電解質水溶液を収納し、両側の陽極と陰極の電解室に水道水また
は浄水器を介した浄水を収容して電解する。中央部の電解室に電解質水溶液を収納して電
解工程を行うことで、電圧・電流・時間が少なくても効率よく塩化ナトリウムを含まない
酸性電解水およびアルカリ性電解水を生成できる点で優れている。しかしながら、３槽式
の電解室はいずれも回分式であることから、量産性に乏しいばかりでなく、酸性電解水と
アルカリ性電解水とを混合または配合して、弱酸性、中性または弱アルカリ性にｐＨ調整
した次亜塩素酸を含む電解水を製造するという思想は全くないのである。
【０００８】
　ところで、前記公知技術に係る二室型または三室型電解槽を使用した電解法で酸性とア
ルカリ性の電解水を生成することが行われているが、その生成された電解水の有効塩素濃
度を所定の範囲に保ちつつ、かつ、ｐＨ値を弱酸性ないし弱アルカリ性に調整することは
困難である。また、二室型または三室型電解槽を使用した電解法では、実質的に次亜塩素
酸ナトリウムの製造は行われていなかった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
本発明の目的は、弱酸性ないし弱アルカリ性の電解水を効率よく生成させることができる
電解水の製造装置に好適な応用発明を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の空気清浄装置、製氷装置、内視鏡用洗浄装置、洗髪装置、水耕栽培装置、洗車
装置、浄水装置、トイレシステム、床洗浄機、クーリングタワー、空気清浄システム、排
水処理システム、レンズ洗浄装置、シャワー装置、血液透析装置用除菌洗浄システム、医
療機器洗浄装置、潅水および散水システム、除菌マスクシステム、食器洗浄装置、食肉等
洗浄除菌システム、食品除菌洗浄システム、消臭システムおよび洗濯システムは、次の電
解水の製造装置を含むものである。
【００１１】
　電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、
　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む。
【００１２】
　電解水の製造装置は、特に次のものが好適である。
【００１３】
（電解水の製造装置）
　本発明に適用する電解水の製造装置は、
　陽極電極が設けられた陽極室と、
　陰極電極が設けられた陰極室と、
　前記陽極室と前記陰極室との間に設けられ、電解質水溶液を収容する中間室と、
　前記陽極室と前記中間室とを隔てる陰イオン交換膜からなる第１の隔膜と、



(8) JP 2011-147789 A 2011.8.4

10

20

30

40

50

　前記陰極室と前記中間室とを隔てる陽イオン交換膜からなる第２の隔膜と、を含む。
【００１４】
　また、本発明において、前記陽極室と前記陰極室とが連通され、前記陽極室と前記陰極
室との間で水が双方向に移動可能に構成されていることが特に好適である。
【００１５】
　本願発明者は、電解水の製造において、陽極室で生成される酸性水が陰極室に混入され
ることで、陰極室の陰極にスケールが付着しないことを見出した。したがって、本発明に
よれば、陽極室と陰極室とが連通しているため、陰極室の陰極にスケールが付着せず、ス
ケールを洗浄する工程をなくすか、または回数を減らすことができるため、長い時間の連
続運転が可能となる。
【００１６】
　本発明においては、前記陽極室と前記陰極室とが隔壁により隔てられ、前記隔壁に、前
記陽極室と前記陰極室とを連通する連通孔が設けられていることができる。これにより、
別途、連通路を形成しなくても済むため、コンパクトな電解水の製造装置を実現すること
ができる。
【００１７】
　本発明において、前記陽極室に流れる水量と前記陰極室に流れる水量との分配割合を決
める分配割合調整バルブが設けることができる。この分配割合調整バルブを有することで
、陽極室と陰極室との導入量の割合を調整することができ、ｐＨ調整が容易となる。
【００１８】
　本発明においては、前記陽極室の液を吐出する吐出量を調整する第１の吐出バルブと、
前記陰極室の液を吐出する吐出量を調整する第２の吐出バルブとを含むことができる。こ
れにより、第１の吐出バルブと第２の吐出バルブとの開閉量を調整することで、陽極室で
生成された酸性水が陰極室に混入される量を調整することができる。
【００１９】
　本発明においては、前記陽極室に給液するための第１の給液口と、前記陰極室に給液す
るための第２の給液口と、前記陽極室の液を吐出する第１の吐出口と、前記陰極室の液を
吐出する第２の吐出口と、を含み、前記第１の給液口は、前記陽極室の上部に設けられ、
前記第２の給液口は、前記陰極室の上部に設けられ、前記第１の吐出口は、前記陽極室の
下部に設けられ、前記第２の吐出口は、前記陰極室の下部に設けられていることができる
。
【００２０】
　これによれば、陽極室に導入される液は上から下に向かい、陽極室で発生する気体と導
入された液との接触時間が増し、確実に気液反応を起こすことができる。
【００２１】
　本発明においては、前記陽極室は、前記陽極と直交する方向の前記陽極室の幅よりも、
前記陽極室の高さの方が大きいようにすることができる。その陽極室の幅に対する陽極室
の高さの比（高さ／幅）は、たとえば、１．５以上、好ましくは１．５～５．０とするこ
とができる。これによれば、陽極室の高さが大きいほど陽極室で発生した気体は上に向か
うため、陽極室に導入された液との気液反応の時間を長くすることができる。
【００２２】
　本発明においては、前記電解質水溶液は、塩化物イオンを含み、前記電解水の製造装置
は、次亜塩素酸を含む電解水を製造するものに特に有用である。
【００２３】
　本発明において、前記陰イオン交換膜は、前記電解質水溶液を通過させるための微細孔
が設けられていることができる。これによれば、陰イオン交換膜の微細孔を通じて、電解
質水溶液のプラスイオンも移動してくる。特に、次亜塩素酸と次亜塩素酸ナトリウムとの
混合水を生成するのに有用である。
【００２４】
　本発明において、前記微細孔の径は、３０～８０μｍとすることができる。
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【００２５】
　前記陰極は、水に対して透過性のあるシート体で覆われていることができる。陰極を水
に対して透過性のあるシート体で覆うことで、電解される水を陰極の付近に滞留すること
となる。このため、陰極３２の付近に滞留する水に対するチャージ量が増すことになる。
水に対するチャージ量が増した分だけ、陽イオンに基づくスケールが付着することがさら
に減ることになる。
【００２６】
　本発明において、陽極室と陰極室とを結ぶ連通路が設けられていることができる。連通
路によると、陽極室と陰極室との間を行き来する水の量を把握しやすいという利点がある
。また、前記連通路には、開閉量調整バルブが設けられていてもよい。この開閉量調整バ
ルブにより、陽極室と陰極室との間を行き来する水の量を調整することができる。なお、
開閉量調整バルブは、単なる開閉バルブも含む概念である。
【００２７】
　本発明において、前記陽極室にて発生したガスを抜くための第１のガス抜き口が設けら
れていることができる。これにより、陽極室にて発生したガスを排出することができ、ガ
スによる流量の不安定化を防ぐことができる。
【００２８】
　本発明において、前記陰極室にて発生したガスを抜くための第１のガス抜き口が設けら
れていることができる。これにより、陽極室にて発生したガスを排出することができ、ガ
スによる流量の不安定化を防ぐことができる。
【００２９】
　本発明において、前記電極は、パンチング孔が設けられ、前記パンチング孔の一辺から
伸びる爪電極部が設けられていることができる。これにより、パンチング孔を有する電極
であっても、電極面積が減らずに、電解効率を高めることができる。前記爪電極部はパン
チングの際にパンチングされる部分を切り抜かずに残すことで形成されていることができ
る。これにより、パンチング孔と爪電極部を有する電極を容易に形成することができる。
【００３０】
　本発明において、前記陽極室に対して水を供給するかどうかを決める開閉バルブが設け
られていることができる。通常の電解装置では陽極室および陰極室の双方に水を供給しな
ければ電解ができない。しかし、本発明では陽極室と陰極室とが連通しているため、この
開閉バルブを閉じても、陽極室には、陰極室を通じて水が供給されることになり、通常の
電解装置ではできない手法での電解が可能となる。たとえば、この開閉バルブを閉じ、陽
極室側のみから電解水を吐出した場合には、強い酸性を有する電解水を生成することがで
きる。
【００３１】
　本発明において、前記陰極室に対して水を供給するかどうかを決める開閉バルブが設け
られていることができる。通常の電解装置では陽極室および陰極室の双方に水を供給しな
ければ電解ができない。しかし、本発明では陽極室と陰極室とが連通しているため、この
開閉バルブを閉じても、陰極室には、陽極室を通じて水が供給されることになり、通常の
電解装置ではできない手法での電解が可能となる。たとえば、この開閉バルブを閉じ、陰
極室側のみから電解水を吐出した場合には、強いアルカリ性を有する電解水を生成するこ
とができる。
【００３２】
　本発明において、
　前記陽極室が複数設けられ、
　前記陰極室が複数設けられ、
　前記各陽極室から吐出された電解水は、共通の排出口から排出され、
　前記各陰極室から吐出された電解水は、共通の排出口から排出されることができる。
【００３３】
　この発明によれば、複数の陽極室がそれぞれ並列に接続され、また、複数の陰極室がそ
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れぞれ並列に接続されているため、水の電解の並列処理が可能となり、電解水の大量生成
が行い易くなる。
【００３４】
　本発明において、原水が供給される側に設けられた第１の連通孔と、電解水が吐出され
る側に設けられた第２の連通孔とを含み、前記第１の連通孔は、前記第２の連通孔よりも
小さいこととすることができる。
【００３５】
　これによれば、電解に生じた物質（たとえば次亜塩素酸）が陰極に移動しても主に吐出
される側の連通孔により移動するため、陰極室で二次電解されてしまうのを抑えることが
できる。
【００３６】
　本発明において、前記中間室は、前記陽極および前記陰極が伸びる方向に、複数の区画
に分けられ、前記複数の区画の各々において、電解質または電解質水溶液の供給部が設け
られていることができる。これによれば、実施の形態の欄の作用効果の項で後述するよう
に、大容量の電解水を生成することができる。
【００３７】
　本発明において、前記電解水の製造装置は、前記中間室の複数の区画の各々において、
電解質水溶液の排出部が設けられていることができる。これによれば、生成された電解水
が吐出口側において、さらに電解されて分解されてしまうのを抑えることができる。
【００３８】
　本発明において、前記中間室の複数の区画は、それぞれ隣り合う区画と連通しているこ
とができる。
【００３９】
　本発明において、前記中間室の複数の区画は、それぞれ仕切部により区画されていても
よい。仕切部により区画することで電解する水が滞留することとなり、より効果的な電解
を図ることができる。
【００４０】
　本発明において、
　前記中間室には、電解質または電解質水溶液の供給部および電解質水溶液の排出部が設
けられ、
　前記電解質水溶液の供給部と前記電解質水溶液の排出部との間において、少なくとも一
つの電解質または電解質水溶液を供給するための副供給部が設けられていることができる
。
【００４１】
　これによれば、実施の形態の欄の作用効果の項で後述するように、大容量の電解水を生
成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】第１の電解装置を模式的に示す図である。
【図２】連通孔を説明するための図である。
【図３】第１の変形例に係る陰イオン交換膜の模式図を示す。
【図４】第１の変形例に係る原理を示す説明図である。
【図５】第２の変形例に係る電解水の製造装置を模式的に示す図である。
【図６】第２の変形例に係る陰極およびシート体の側面を模式的に示す図である。
【図７】第２の変形例に係る陰極およびシート体の平面を模式的に示す図である。
【図８】第２の変形例に係るシート体の平面を模式的に示すである。
【図９】第２の変形例に係る陰極の平面を模式的に示す図である。
【図１０】第２の変形例に電解装置の作用効果を説明するための説明図である。
【図１１】第３の変形例に係る電解装置を模式的に示す図である。
【図１２】第４の変形例に係る電解装置を模式的に示す図である。
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【図１３】第５の変形例に係る電極を模式的に示す図である。
【図１４】第６の変形例に係る電解装置を模式的に示す図である。
【図１５】第７の変形例に係る電解装置を模式的に示す図である。
【図１６】第８の変形例に係る電解装置を模式的に示す図である。
【図１７】第９の変形例に係る電解装置を模式的に示す図である。
【図１８】第９の変形例に係る電解装置を模式的に示す図である。
【図１９】第９の変形例に係る電解装置を模式的に示す図である。
【図２０】第１の精密部品洗浄装置を模式的に示す図である。
【図２１】第２の精密部品洗浄装置を模式的に示す図である。
【図２２】空気清浄装置を模式的に示す図である。
【図２３】製氷装置を模式的に示す図である。
【図２４】内視鏡洗浄装置を模式的に示す図である。
【図２５】第１の洗髪装置を模式的に示す図である。
【図２６】第２の洗髪装置を模式的に示す図である。
【図２７】水耕栽培装置を模式的に示す図である。
【図２８】洗車装置を模式的に示す図である。
【図２９】浄水装置を模式的に示す図である。
【図３０】トイレシステムを模式的に示す図である。
【図３１】床洗浄機を模式的に示す図である。
【図３２】床洗浄機の寸法例の一例を示す図である。
【図３３】クーリングタワーの寸法例の一例を示す図である。
【図３４】第１の空気洗浄システムの寸法例の一例を示す図である。
【図３５】空気清浄機を模式的に示す図である。
【図３６】空気清浄機を模式的に示す図である。
【図３７】第２の空気清浄システムを模式的に示す図である。
【図３８】排水処理システムを模式的に示す図である。
【図３９】洗浄装置を模式的に示す図である。
【図４０】第２の空気清浄システムを模式的に示す図である。
【図４１】血液透析装置用除菌洗浄システムを模式的に示す図である。
【図４２】第１の医療機器洗浄装置を模式的に示す図である。
【図４３】第２の医療機器洗浄装置を模式的に示す図である。
【図４４】潅水および散水システムを模式的に示す図である。
【図４５】除菌マスクシステムを模式的に示す図である。
【図４６】食器洗浄装置を模式的に示す図である。
【図４７】食肉等洗浄除菌システムを模式的に示す図である。
【図４８】第１の食品除菌洗浄システムを模式的に示す図である。
【図４９】第１の食肉等洗浄除菌システムを模式的に示す図である。
【図５０】食肉等洗浄除菌システムを模式的に示す図である。
【図５１】消臭システムを模式的に示す図である。
【図５２】洗濯システムを模式的に示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４３】
　以下、本発明の好適な実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００４４】
Ｉ　電解水の製造装置
１．電解水の製造装置の構成例
　本実施の形態では、本発明に適用する電解水の製造装置を次亜塩素酸水の製造の場合に
適用した例を示す。
【００４５】
　図１は、電解水の製造装置（以下、「電解装置」という）に係る模式図を示す。図２は
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、陽極室と陰極室との隔壁および電極を示す図である。
【００４６】
　電解装置１０は、陽極室２０と陰極室３０と中間室４０とを含む。中間室４０は、陽極
室２０と陰極室３０の間に設けられている。陽極室２０と陰極室３０とを隔てる隔壁５０
には、連通孔５２が設けられている。連通孔５２は、中間室４０の周囲に設けられている
。この連通孔５２により、陽極室２０と陰極室３０との間で水が双方向に移動可能に構成
されている。
【００４７】
　中間室４０には電解質水溶液が充填されている。中間室４０に供給された電解室水溶液
は、陽イオン（たとえばナトリウムイオン）が陰極室３０に供給され、陰イオン（たとえ
ば塩化物イオン）が陽極室２０に供給される。中間室４０を通過した水溶液を電解質水溶
液の供給源８０に戻して、電解質水溶液を再利用し循環させてもよいし、または、消費し
た分だけの電解質を中間室４０に追加してもよい。電解質水溶液は、たとえば、塩化物塩
水溶液（塩化ナトリウム水溶液や塩化カリウム水溶液）を挙げることができる。電解質水
溶液の濃度としては、たとえば、電解質の飽和濃度とすることができる。
【００４８】
　中間室４０と陽極室２０とは、陰イオン交換膜からなる第１の隔膜２４により隔てられ
ている。第１の隔膜２４が陰イオン交換膜からなることで、中間室４０の陽イオンが第１
の隔膜２４を通過せず、陰イオンのみが選択的に第１の隔膜２４を通過することとなる。
第１の隔膜２４に適用される陰イオン交換膜は、公知のものを適用することができる。
【００４９】
　中間室４０と陰極室３０とは、陽イオン交換膜からなる第２の隔膜３４により隔てられ
ている。第２の隔膜３４が陽イオン交換膜からなることで、中間室４０の陰イオンが第２
の隔膜３４を通過せず、陽イオンのみが選択的に第２の隔膜３４を通過することとなる。
第２の隔膜３４に適用される陽イオン交換膜は、公知のものを適用することができる。
【００５０】
　第１の隔膜２４と第２の隔膜３４との間に、隔膜固定枠（図示せず）を設けてもよい。
【００５１】
　陰極３２は直流電源７０の－側に接続され、陽極２２は直流電源７０の＋側に接続され
ている。直流電源７０は、その電圧や電流を任意に設定できる構成になっている。直流電
源７０は、たとえば、電圧は５～２０ボルト程度の範囲で任意に選択でき、電流について
も３～２６アンペアの範囲で適宜選択して設定することができるものを挙げることができ
る。陽極２２および陰極３２は、網目状の電極や、たとえば１．５ｍｍ前後でパンチング
穴加工した電極などからなることができる。なお、パンチング加工した電極は、パンチン
グで取り除いた面積と電極として使用される面積とがたとえば５０％程度になるようにす
ることができる。電極の材質は公知のものを適用することができる。
【００５２】
　陽極２２と陰極３２との大きさを非対称、すなわち、電極面積の大きさを異ならせても
よい。これにより、陽極２２の電解量と陰極３２の電解量とを変えることができる。また
、陽極電極の電極面積と陰極電極の電極面積とを異ならせることで、混合された電解水の
酸性度を適宜調整することができる。つまり、陽極２２の電極面積は、陰極３２の電極面
積より大きいことで、酸性電解水の発生量がアルカリ性電解水の発生量よりも多くなるた
め、酸性度を高めることができる。一方で、陰極３２の電極面積を陽極２２の電極面積よ
り大きくすることで、アルカリ性電解水の発生量が酸性電解水の発生量よりも多くなるた
め、アルカリ性の度合いを高めることができる。
【００５３】
　電解装置１０は、陽極室２０に水を給水するための第１の給水口２６と、陰極室３０に
水を供給するための第２の給水口３６とが設けられている。第１の給水口２６および第２
の給水口３６に繋がる流路は、一つの流路が分岐されて構成されている。その流路の分岐
したところには、陽極室２０および陰極室３０へ分配する水量を調整するための分配割合
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調整バルブ６０が設けられている。分配割合調整バルブ６０は、電解装置１０に水を供給
する量を調整する供給量調整機能ももたせてもよい。
【００５４】
　また、電解装置１０は、陽極室２０の液を吐出する第１の吐出口２８ａと、陰極室３０
の液を吐出する第２の吐出口３８ａとが設けられている。さらに、電解装置１０は、第１
の吐出口２８ａから吐出される液の量を調整する第１の吐出バルブ２８ｂと、第２の吐出
口２８ａから吐出される液の量を調整する第２の吐出バルブ２８ｂとを有する。
【００５５】
　第１の吐出口２８ａは、陽極室２０の下部に設け、第１の給水口２６は、陽極室２０の
上部に設けるとよい。これにより、第１の給水口２６から給水された水は、上から下に向
かって流れようとする。したがって、陽極２２にて発生する気体（電解質水溶液が塩化ナ
トリウムや塩化カリウムの場合は塩素）からなる気泡が水に押されて上に上がり難くなり
、その分だけ、その気体（塩素）が水と気液接触する時間が長くなり、次亜塩素酸への反
応をより確実に行うことができる。
【００５６】
　陽極室２０は、縦長であるとよい。具体的には、陽極２２と直交する方向の陽極室２０
の幅よりも陽極室２０の高さの方が大きいとよい。その陽極室の幅に対する陽極室の高さ
の比（高さ／幅）は、たとえば、１．５以上、好ましくは１．５～５．０とすることがで
きる。このような縦長であることにより、陽極室２０で発生した気体（塩素）が水と接触
する時間を長くすることができ、塩素と水との反応を確実に行うことができる。また、陰
極３０も同様とするとよい。
【００５７】
２．動作
　次に、電解装置１０の動作を説明する。
【００５８】
　まず、分配割合調整バルブ６０を調整すると共に、水を陽極室２０および陰極室３０に
供給する。水の水量は、たとえば０．５～１．５ｌ／分とする。
【００５９】
　この水の供給と併せて、陽極２２と陰極３２の間に電位を印加し、電気分解を行う。た
とえば、電気分解時の電圧は、５～１０Ｖとし、電流を３～１０アンペアとする。特に、
陰極室３０に供給される水溶液１リットル当たり１５００クーロン、好ましくは２０００
クーロンとなるようにすると、スケールが付き難くなる。陽極２２と陰極３２との間に電
位を印加すると、中間室４０の陽イオン（たとえば電解質が塩化ナトリウムの場合にはナ
トリウムイオン）が第２の隔膜３４を通過し陰極室３０に移動する一方で、中間室４０の
陰イオン（たとえば電解質が塩化ナトリウムの場合には塩化物イオン）が第１の隔膜２４
を通過し陽極室２０に移動する。
【００６０】
　陽極室２０では、陽極２２にて塩化物イオンが次式の反応を起こし、塩素が発生する。
２Ｃｌ－→Ｃｌ２＋２ｅ－　
この塩素は、さらに、水と反応して次亜塩素酸が生成される。
Ｃｌ２＋Ｈ２Ｏ→ＨＣｌＯ＋ＨＣｌ
　一方で、陰極室３０では、陰極にて次式の反応が起こる。
Ｈ２Ｏ＋２ｅ－→１／２Ｈ２＋ＯＨ－

　この電気分解時において、陽極室２０と陰極室３０とを隔てる隔壁５０に設けられた連
通孔５２から陽極室２０で生成された酸性の電解水が陰極室３０に移動すると共に陰極室
３０で生成されたアルカリ性の電解水は陽極室２０に移動する。これにより、陽極室２０
で生成された酸性水と陰極室３０で生成されたアルカリ電解水が混合する。また、陽極室
２０で生成された酸性水が陰極室３０に移動することで、陰極３２で発生するスケールが
付着するのを防ぐことができる。
【００６１】
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　また、この電気分解時に、第１の吐出バルブ２８ｂと第２の吐出バルブ３８ｂとを調整
し、陽極室２０および陰極室３０から吐出される電解水の量を制御する。
【００６２】
　第１の吐出口２８ａから吐出された電解水と、第２の吐出口３８ａから吐出された電解
水とを混合することで、本実施の形態に係る弱アルカリ性、中性または弱酸性の次亜塩素
酸を含む電解水が生成される。
【００６３】
　なお、第１の吐出バルブ２８ｂまたは第２の吐出バルブ３８ｂの一方を完全に閉め、第
１の吐出口２８ａまたは第２の吐出口２８ｂのいずれかのみから吐出してもよい。この場
合には、陽極室２０または陰極室３０の内部で混合水が生成されることになる。
【００６４】
３．作用効果
　この実施の形態によれば、次の作用効果を奏することができる。
【００６５】
（１）陰極室２０には、一般的に、中間室４０から供給された陽イオンが陰極３２に付着
し、スケールがつく。しかし、本願発明者は、本実施の形態に係る電解装置１０によると
、陽極室２０で生成された酸性水を陰極室３０に誘導混合させることで、陰極３２にスケ
ールが付着しないことを見出した。このように陰極３２にスケールがつかないことで、陰
極３２に付着したスケールを取り去る工程（逆洗浄）が不要または減らすことができるた
め、連続運転が可能となる。
【００６６】
　また、第２の吐出バルブ３８ｂのみを開き、陰極室３０の第２の吐出口３８ａのみから
電解水を吐出すると、陽極室２０で生成された酸性水は、陰極室３０側に流れ高濃度の次
亜塩素酸を含有したアルカリ性の電解水を生成することが可能となると共に、一層陰極３
２にはスケールの付着は起こらなくなる。
【００６７】
（２）従来は、陽極室２０で生成された電解水と陰極室３０で生成された電解水とを混合
するという発想はなかった。しかし、陽極室２０で生成された電解水と陰極室３０で生成
された電解水とを混合することで、その混合水が弱アルカリ性、中性または弱酸性を示す
ことを本願発明者は見出した。また、それらの電解水を混合することで、従来は一方の電
解水のみを使用し、他方の電解水は廃棄していたが、双方の電解水を使用することができ
るため、水資源を有効に使用することができる。
【００６８】
（３）分配割合調整バルブ６０を調整することで、陰極３２に流れる単位水量当たりの水
へ流れる電流量を調整することができる。つまり、同じ電流量であれば、水が少なければ
単位水量当たりの水へ流れる電流量を大きくすることができる。陰極３２に流れる単位水
量当たりの電流量が大きければ大きいほど陰極３２にスケールが付着し難いという性質が
ある。したがって、陰極室３０への水の供給量を少なくすることで、陰極３２にスケール
がつくのをより確実に少なくすることができる。
【００６９】
（３）第１および第２の給水口２６，３６を陽極室２０および陰極室３０の上部に設け、
第１および第２の吐出口２８ａ，２８ｂを陽極室２０および陰極室３０の下部に設け、水
を上から下に流すことで、陽極２２で発生した塩素が上に上がり難くなり、塩素が水と接
触する時間を長くすることができる。したがって、より確実に次亜塩素酸への反応を実現
することができる。
【００７０】
（４）通常であれば、陽極室２０側への分配量が低いと、陽極室２０で生成した電解水と
陰極室３０で生成した電解水とを混合した場合には、次亜塩素酸の濃度が大きく低下する
と思われる。しかし、本発明者は、本実施の形態により得られた電解水は、次亜塩素酸の
濃度（有効塩素濃度）が大きく低下しないことを見出した。したがって、本実施の形態に
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よれば、得られる電解水が高濃度の次亜塩素酸を含有するため、殺菌力が低下しない。
【００７１】
　なお、次亜塩素酸は陽極側で生成された酸性電解水中に含まれるものであることが一般
的に知られているが、ｐＨ値が微酸性、中性もしくは微アルカリ性に調整された次亜塩素
酸水を製造しようとする場合は、工業的に製造された次亜塩素酸ナトリウム（ソーダ）に
塩酸を加えてｐＨ値を調整するか、または前記文献１により生成された塩化ナトリウムを
含む酸性電解水とアルカリ性電解水とを適当量混合して製造することが考えられるが、い
ずれの場合も有効塩素濃度をあまり変化させずにｐＨ値を単独に調整することは行われて
いない。
【００７２】
（５）本実施の形態では、陽極室２０に供給される水の量と陰極室３０に供給される水の
量との大小関係、および、第１の吐き出しバルブ２８ｂと第２の吐き出しバルブ３８ｂと
の開閉量（絞り量）の大小関係を組み合わせることで、表１に示すように弱酸性から弱ア
ルカリ性の範囲で様々なｐＨ調整が可能となる。

【表１】

【００７３】
　なお、第１の吐出バルブ２８ｂと第２の吐出バルブ３８ｂとを同じ程度開放することで
、陽極室２０で生成された電解水と陰極室３０で生成された電解水との混合比率は下がる
ことになるため、混合比率は特に第１および第２の吐き出しバルブ２８ｂ，３８ｂで調整
することができる。
【００７４】
（６）従来は、どちらか一方を使用している時は一方を廃棄していたが、この製法により
大切な水資源を無駄に捨てないで済むようになった。
【００７５】
（７）従来、三室型電解装置では、次亜塩素酸ナトリウムを生成することはできなかった
。つまり、ナトリウムイオンが陽極室に移動することがないこと、および、次亜塩素酸が
陰極室に移動することがないことにより、ナトリウムイオンと次亜塩素酸とが反応するこ
とがないため、次亜塩素酸ナトリウムが生成されることはなかった。しかし、本実施の形
態によれば、連通孔４２があるため、次亜塩素酸とナトリウムイオンとが反応することに
なるため、次亜塩素酸ナトリウムも生成することになり、次亜塩素酸ナトリウムと次亜塩
素酸との混合水を生成することができる。これにより、洗浄作用と殺菌作用とを有する混
合電解水を実現できる。なお、次亜塩素酸ナトリウムは、本出願時点において厚生労働省
指定の食品添加物に指定されている。
【００７６】
　比較例として、二室型電解装置で次亜塩素酸ナトリウムを生成することも考えられる。
この二室型電解装置とは、陽極室と陰極室とが隔膜で隔てられ、水に塩化ナトリウムなど
の電解質を溶解させて電気分解を行う装置である。二室型電解装置により次亜塩素酸ナト
リウムを生成する場合には、水に塩化ナトリウムが溶解されているため、塩化ナトリウム
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の濃度が高くなってしまうという制約がある。
【００７７】
　また、電気分解により、アルカリ環境下で塩化物イオンを反応させて次亜塩素酸ナトリ
ウムを生成する方法が考えられるが、この場合には、トリハロメタンが生成してしまうと
いう問題がある。しかし、本実施の形態によれば、酸性下の陽極室で次亜塩素酸を生成さ
せ、その次亜塩素酸とナトリウムイオンとを反応させて次亜塩素酸を生成しているため、
トリハロメタンの発生が生じない。
【００７８】
（８）中性付近電解水の生成により排水基準などの適合も未処理で実現するため、環境汚
染など環境に負荷を与えないという利点がある。
【００７９】
（９）電解次亜塩素酸は有機物と接触する事で簡単に中和する特長も持ち合わせている。
【００８０】
（１０）陽極室と陰極室とが連通していない状態で電解を行った場合に、陰極室から吐出
される電解水は、沈殿物（炭酸カルシウム）を含んでしまう。しかし、本発明者は、陽極
室２０と陰極室３０とが連通した状態で電解を行うことで、陰極室３０から吐出された電
解水は陽極室２０から陰極室３０に流入した電解水も含むため、その沈殿物が生じないこ
とを見出した。これにより、たとえば次の効果が奏される。
【００８１】
　陰極室から吐出された電解水をタンクに貯めて、必要に応じて使用する場合が考えられ
る。この場合に、電解水に沈殿物が含まれていると、タンクの内壁に沈殿物が付着し、頻
繁に洗浄をする必要がある。また、取水口に沈殿物が貯まり通水ができなくなり、故障の
要因となる場合がある。しかし、沈殿物が含まない電解水であると、タンクの内壁に沈殿
物が付着せず洗浄回数を減らすことができ、取水口に沈殿物が貯まらないため通水を確実
に確保することができる。
【００８２】
４．変形例
（１）第１の変形例
陰イオン交換膜からなる第１の隔膜２４は、微細孔が設けられることができる。その微細
孔の径としては、たとえば、３０～８０μｍとすることができる。この場合に、第１の隔
膜２４は不織布で構成してもよい。
【００８３】
　これによれば、電解質水溶液のナトリウムイオンなどが陽極室２０に移動しやすくなり
、次亜塩素酸ナトリウムと次亜塩素酸との混合水がより生成されやすくなる。
【００８４】
（２）第２の変形例
図５～図９に示すように、陰極３２は、水に対して透過性のあるシート体９０で覆われて
いることができる。シート体９０としては、たとえば不織布、多層の網状シートを挙げる
ことができる。このように陰極３２をシート体で覆うと次の効果が奏される。
【００８５】
　陰極３２をシート体９０で覆うことで、電解される水を陰極３２の付近に滞留すること
となる。このため、陰極３２の付近に滞留する水に対するチャージ量が増すことになる。
水に対するチャージ量が増した分だけ、陽イオンに基づくスケールが付着することがさら
に減ることになる。その結果、連続運転をよりし易くなると共に、陰極３２を逆洗浄が不
要になるか又は頻度を減らすことができるため、産業的な用途においてより有利な電解装
置を実現することができる。併せて、陰極３２にスケールが成長してイオン交換膜５４を
破損するのを防ぐことができるため、イオン交換膜を保護する役割も果たすことができる
。なお、陽極２２も陰極３２と同様にシート体で覆ってもよい。
【００８６】
　図１０を用いてより具体的に作用効果を説明する。電解槽に供給された原水は電極板表
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面を高速で流れて行く。この時、特に陰極側では電極表面にスケール付着するが電極板表
面に網状シートを被う事で原水は高速流帯と低速流帯の二流帯になる。伝電極表面の網状
覆いをした低速流体には十二分な電流を与える事が出来る。この多くの電流を与える事は
簡単な網状シートで被う事により、簡便な方法で陰極側電極板表面に付着するスケールの
付着が防止できる。
【００８７】
（３）第３の変形例
　上記の実施の形態において、陽極室２０と陰極室３０とは、隔壁５０の連通孔５２によ
り連通させているが、図１１に示すように、別途設けた連通路５４により連通させてもよ
い。連通路５４によると、陽極室２０と陰極室３０との間を行き来する水の量を把握しや
すいという利点がある。その連通路５４に開閉量調整バルブ５６を設けることができる。
この開閉量調整バルブ５６により、陽極室２０と陰極室３０との間を行き来する水の量を
容易に調整することができる。
【００８８】
（４）第４の変形例
　図１２に示すように、陽極室２０にて発生したガスを抜くための第１のガス抜き口２８
cを設けてもよい。これにより、陽極室２０にて発生したガスを排出することができ、ガ
スによる流量の不安定化を防ぐことができる。また、陰極室３０にて発生したガスを抜く
ための第２のガス抜き口３８ｃを設けてもよい。これにより、陰極室３０にて発生したガ
スを排出することができ、ガスによる流量の不安定化を防ぐことができる。第１および第
２のガス抜き口２８ｃ，３８ｃは、必要に応じて栓をしておくことができる。
【００８９】
（５）第５の変形例
　陽極２２は、図１３に示すように、爪電極部２２ａを有する電極とすることができる。
また、陰極３２も同様に爪電極部３２ａを設けてもよい。爪電極部２２ａ，３２ａは、パ
ンチングにより形成された孔２２ｂ，３２ｂの一辺から伸びるように形成されている。電
極２２，３２をパンチングにより穴を開ける際に、切り抜かずに残すようにパンチングを
行うことで、この爪電極部２２ａ，３２ａを形成することができる。従来、パンチング電
極では、パンチングにより開口した部分は廃棄され、その残った電極の面積部分を使うが
、この方法では電解に使う面積はパンチングにより開口する前の約５０％位となり、電極
面に接触する水の量が半減するため、電解効率が落ちてしまう。しかし、このようにパン
チング部分の電極を切り抜かずに残すことで、パンチング前の電極をすべて残すことがで
き（面積をすべて維持することができ）、電解効率が落ちない。また、パンチングで残し
た羽根部分があることで、電極表裏の水の移動がスムーズとなり、この点からも電解効率
の向上につながる。さらに、羽根部分の付け根の切片角では、電極の平面部分よりも気泡
が多く発生し、盛んな電解反応が生じていることが確認された。これは、ハーフパンチン
グにより電極２２，３２の表裏の水の移動が乱流を起し、電解効率の向上につながったと
思われる。つまり、中間室４０から各電極２２，３２側に移動してきたイオン水は、パン
チングされた通過口２２ｂ，３２ｂから電極２２，３２の外側の電解槽に移動するが、そ
の時、電極２２，３２の外側を通過する原水は、電極２２，３２の爪電極部２２ａ，３２
ａに当たりながら乱流を起し、中間室４０から移動してくるイオン水と混合され更には乱
流として電極板表面に接触し、電解効率の向上が図られる。
【００９０】
　なお、パンチングの方法は、公知の方法を適用することができる。パンチングの穴の形
状は、円形であっても角形であってもよい。
【００９１】
（６）第６の変形例
　図１４に示すように、陽極室に対して水を供給するかどうかを決める第１の開閉バルブ
５８ａが設けられていることができる。通常の電解装置では陽極室および陰極室の双方に
水を供給しなければ電解ができない。しかし、この実施の形態によれば、陽極室２０と陰
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極室３０とが連通しているため、この開閉バルブ５８ａを閉じても、陽極室２０には、陰
極室３０を通じて水が供給されることになり、通常の電解装置ではできない手法での電解
が可能となる。たとえば、この第１の開閉バルブ５８ａと閉じ、陽極室２０側のみから電
解水を吐出した場合には、強い酸性を有する電解水を生成することができる。
【００９２】
　また、同様に、陰極室３０に対して水を供給するかどうかを決める第２の開閉バルブ５
８ｂが設けられていることができる。第２の開閉バルブ５８ｂを閉じても、第１の開閉バ
ルブ５８ａが開いていれば、陰極室３０には、陽極室２０を通じて水が供給されることに
なり、通常の電解装置ではできない手法での電解が可能となる。たとえば、第２の開閉バ
ルブ５８ｂを閉じ、陰極室側のみから電解水を吐出した場合には、強いアルカリ性を有す
る電解水を生成することができる。
【００９３】
（７）第７の変形例
　図１５に示すように、複数の電解装置１０を並列に接続してもよい。つまり、複数の陽
極室２０と複数の陰極室３０とを用意し、各陽極室２０から吐出された電解水は、共通の
排出口から排出され、各陰極室３０から吐出された電解水は、共通の排出口から排出され
るようにしてもよい。この変形例によれば、複数の陽極室がそれぞれ並列に接続され、ま
た、複数の陰極室がそれぞれ並列に接続されているため、水の電解の並列処理が可能とな
り、電解水の大量生成が行い易くなる。
【００９４】
（８）第８の変形例
　図１６に示すように、供給口側に設けられた第１の連通孔５２ａと、吐出口側に設けら
れた第２の連通孔５２ｂとを含み、第１の連通孔５２ａを第２の連通孔５２ｂよりも小さ
くすることができる。第１の連通孔５２ａと第２の連通孔５２ｂとの開口比は、たとえば
、０．５：９．５～１．５：８．５とすることができる。
【００９５】
　陽極室で生成された酸性水が連通孔を通じて陰極室に入った場合に、第１の連通孔５２
ａが小さいため、陰極室にて酸性水に含まれる次亜塩素酸などが二次電解されるのを抑え
ることができる。つまり、酸性水の二次電解を極力防ぎつつ、その酸性水をアルカリ性水
と混合させ、吐出することができる。第１の連通孔５２ａは、スケールが陰極に防ぐこと
ができる程度の酸性水の量が流れるように設定するとよい。陰極にｐＨ３．０前後の酸性
水を陰極室に供給される原水に対して１０％以上混合させるとアルカリ水には炭酸カルシ
ウムが生成されないことが実験で確認されている。
【００９６】
　また、炭酸カルシウムはアルカリ性水を洗浄等や植物の活性に使用する時に配管の内部
に付着したり、送水ポンプの軸に付着してポンプの軸が回転しない等の故障を引き起こし
てきた。しかし、この変形例によれば、そのような炭酸カルシウムからなる澱が発生しな
いという効果がある。
【００９７】
　さらに、第２の連通孔５２ｂがあるために、陰極側に所定量の次亜塩素酸を移動させる
ことができる。
【００９８】
（９）第９の変形例
　図１６～図１７に示すように、中間室４０は、陽極２２および陰極３２が伸びる方向に
、複数の区画に分けることができる。中間室の複数の区画は、仕切部４２により仕切るこ
とができる。仕切部４２により区画を仕切ることで、電解質水溶液の滞留を図ることがで
き、電解質イオンの移動をより確実に行うことができ、効率的な電解を図ることができる
。中間室４０の複数の区画は、それぞれ隣り合う区画と連通させることができる。この場
合に、供給部４４は、複数の区画の各々に設けることができる。また、中間室４０の複数
の区画の各々において、電解質水溶液の排出部４６を設けることができる。供給部４４お
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よび排出部４６は、たとえばパイプを中間室４０の側部に連結することで実現することが
できる。
【００９９】
（ａ）供給部４４は、電解質水溶液を供給するのではなく、電解質を供給するための供給
部としてもよい。
【０１００】
（ｂ）中間室４０の各区画を仕切部４２により完全に仕切ってもよい。この場合には、各
区画に電解質水溶液を供給する供給部４４と、電解質水溶液を排出する排出部４６が必要
となる。
【０１０１】
（ｃ）中間室４０は次の変形が可能である。すなわち、中間室４０の一端（陽極２２およ
び陰極３２が伸びる方向の一方の側）に電解質水溶液の主供給部を設け、中間室４０の他
端（陽極２２および陰極３２が伸びる方向の他方の側）に電解質水溶液の主排出部が設け
ることができる。電解質水溶液の主供給部と電解質水溶液の主排出部との間において、少
なくとも一つの電解質水溶液を供給するための副供給部を設けてもよい。
【０１０２】
　この場合において、陽極室２０は、中間室４０の区画に対応するように、複数の区画を
設けてもよい。この区画は、仕切部２０ａにより仕切ってもよい。また、陽極室２０の各
区画は、隣り合う区画と連通していてもよいし、連通していなくてもよい。また、陽極室
２０の各区画に原水の供給部２０ｂと排出部２０ｃを設けてもよい。なお、陽極室２０の
各区画が隣り合う区画と連通していない場合には、各区画に原水の供給部２０ｂと排出部
２０ｃを設けるとよい。仕切部２０ａにより区画を仕切ることで、電解質水溶液の滞留を
図ることができ、電解質イオンの移動をより確実に行うことができ、効率的な電解を図る
ことができる。
【０１０３】
　陽極室２０の排出部を最後の区画のみに設けると、高濃度の電解水となり隔膜の損傷が
し易くなることから、各区画に排出部２０ｃを設けるとよい。
【０１０４】
　また、陰極室３０は、中間室４０の区画に対応するように、複数の区画を設けてもよい
。この区画は、仕切部３０ａにより仕切ってもよい。また、陰極室３０の各区画は、隣り
合う区画と連通していてもよいし、連通していなくてもよい。また、陰極室３０の各区画
に原水の供給部３０ｂと排出部３０ｃを設けてもよい。なお、陰極室３０の各区画が隣り
合う区画と連通していない場合には、各区画に原水の供給部３０ｂと排出部３０ｃを設け
るとよい。仕切部３０ａにより区画を仕切ることで、電解質水溶液の滞留を図ることがで
き、電解質イオンの移動をより確実に行うことができ、効率的な電解を図ることができる
。
【０１０５】
　陰極室３０の排出部を最後の区画のみに設けると、高濃度の電解水となり隔膜の損傷が
し易くなることから、各区画に排出部３０ｃを設けるとよい。
【０１０６】
　この変形例によれば、次の作用効果を奏することができる。
【０１０７】
　従来、三室型電解装置では、電解水の大量生成を一つの電解槽で行うことは一般的に行
われていない。本願発明者は、一つの電解槽で電解水の大量生成ができない課題の原因を
次のように見出した。中間室を挟んだ陽極と陰極との間の距離は、電気伝導の関係で極め
て重要である。陽極と陰極との間の距離が短ければ短い程、伝導率は向上するが、両電極
間には中間室が有るためにどうしても一定の間隔が必要である。そのため、中間室に流れ
る電解質の流量の限界が有る一方で、電解によるイオンが中間室から陽極室及び陰極室に
移動するため、中間室の途中において電解質を消耗し、電解に必要なＮａ＋やＣｌ－など
が不足する。つまり、陽極と陰極との間の中間室の隙間は一般的に３～６ｍｍ程度の狭い
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空間を電解質水溶液が流れる。電解質水溶液は飽和食塩水が最も効率よく電気を流すが、
幅の狭い中間室を流れる電解質液のＮａ＋及びＣｌ－はイオン交換膜を通過して両極に移
動し、その中間室のイオン濃度は、電解槽を通過するに従って、イオンが消耗されていく
ことに基づき低下していく。これにより一枚の大きな電解槽では電解質液の入り口付近と
出口付近のイオンの濃度差が大きくなってしまう。
【０１０８】
　中間室の電解イオン濃度が消耗により一定以下の濃度になると強い電圧を必要とする。
しかし、消費電力及び電極または隔膜の損傷を防止するには一定の低電圧で電気分解が必
要となる。そこで最適効率の電圧を維持するには構造上、その電解面積には自ずと適正値
が有る。その結果、本願発明者は、電解水の大量生成に伴う問題の克服ができないのでは
ないかという課題の原因を認識した。
【０１０９】
　この変形例は、この課題の原因に着目し、なされたものである。つまり、中間室４０の
途中に電解質または電解質水溶液を供給する供給部４４を設けることで、消費された電解
質の補充を行うことができる。したがって、中間室４０の各区域においての電解質濃度の
平準化を図ることができる。このため、各電解部分においての電解効率のむらを抑えるこ
とができ、効率的かつ効果的な電解を図ることができる。また、電解質濃度の平準化を図
ることができるため、低電圧の駆動ができ、電極やイオン交換膜の損傷を抑えることがで
きる。
【０１１０】
５．実験例
　以下、実験例について説明する。
【０１１１】
（１）各態様における実験結果を示す。
【０１１２】
　表２に、陽極室と陰極室とが連通している電解装置の各態様における実験結果を示す。
電解装置の供給口、連通孔および吐出口の条件の違いによって、電解水の性質がどう変わ
るかについて実験した。次亜塩素酸の濃度の測定に当たっては、クロール試験紙（１０～
５０ｐｐｍ）（商品名：ＡＤＶＡＮＴＥＣ、（株）東洋製作所製）を用いた。
【表２】
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【０１１３】
（２）ｐＨ調整
　表２から、陽極室と陰極室とが連通している電解装置によれば、ｐＨ３～１１までの電
解水を生成できることを確認した。具体的な陽極室と陰極室との連通態様、供給口および
吐出口の態様を表１に示す。表１に示すように、陽極室と陰極室との連通態様、供給口お
よび吐出口の態様を調整することで、自由なｐＨ調整が可能である。
【０１１４】
　陽極室から吐出された電解水は、少なくとも、ｐＨは３．２～９．６、ＯＲＰは１，１
２０ｍＶ～２０ｍＶ、次亜塩素酸の濃度は４０ｐｐｍ～３５ｐｐｍの範囲内で調整可能で
あることを確認した。
【０１１５】
　陰極室から吐出された電解水は、少なくとも、ｐＨは７．６～１１．２、ＯＲＰは８０
０ｍＶ～－７８０ｍＶ、次亜塩素酸の濃度は０ｐｐｍ～３８ｐｐｍの範囲内で調整可能で
あることを確認した。
【０１１６】
（３）陰極へのスケールの付着の有無について
　陰極に本来スケールが付着する。しかし、電解装置を５０時間使用しても、陰極にスケ
ールの付着を目視できなかった。
【０１１７】
（４）浮遊物（おり）について
　陽極室と陰極室を連通させた状態で水を電解し、陰極室から電解水を吐出させた。その
電解水には、浮遊物（酸化カルシウムなど）が生じないことを確認した。
【０１１８】
ＩＩ 電解装置の応用例
　以下、上記の電解装置の応用例を説明する。
【０１１９】
１．精密部品洗浄装置
　図２０は、精密部品洗浄装置を模式的に示す図である。この例では、上記の電解装置を
精密部品洗浄装置に適用した例である。精密部品洗浄装置に適用する電解装置は、上記の
二隔膜三室型のものが好適である。したがって、電解装置として二隔膜三室型のものを適
用したものを以下で説明していく。
【０１２０】
　第１の精密部品洗浄装置１００Ａは、純水供給パイプ１０Ａと、電解水生成装置１２Ａ
と、アルカリ水供給管１４Ａと、酸性水供給管１６Ａと、純水供給パイプ１８Ａと、部品
洗浄装置２０Ａと、洗浄部品２２Ａを搬送する搬送装置（ベルトコンベアーなど）２４Ａ
と、乾燥装置２６Ａと、排水パイプ２８Ａとを含む。部品洗浄装置２０Ａは、アルカリ水
洗浄槽５０Ａと、酸性水洗浄槽５２Ａと、純水すすぎ槽５４Ａとを含む。
【０１２１】
　純水供給パイプ１０Ａから供給された純水は電解水生成装置１２Ａによりアルカリ性水
と酸性水に分離生成される。その分離生成された各電解水は、アルカリ水供給管１４Ａお
よび酸性水供給官１６Ａを通じて、部品洗浄装置２０Ａのアルカリ水洗浄槽５０Ａおよび
酸性水洗浄槽５２Ａに給液され、アルカリ性水は高性能な洗浄を行ない、酸性水は錆びの
除去を行う。その後は純水により各電解成分の除去を行ない洗浄部品は乾燥室で乾燥され
たのち必要な工程に供される。洗浄及び錆び落しが済んだ電解水は混合される事で中性に
なり、排水基準を満たしている為に従来のような二次処理の薬品や工程が省略される事と
なる。
【０１２２】
　従来基板洗浄等精密部品洗浄において、苛性ソーダ又は希塩酸等を超純水で希釈して使
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用していた。しかし、環境に対する安全要求が高まる中、薬剤処理に多くの処理システム
とコストをかけないと環境改善の要求に対処できなくなった。薬剤処理の問題点として、
たとえば次のものがあった。
（ｉ）銅板の錆びの除去が１００％レベルに達せず歩留まりが悩みとなっている。
（ｉｉ）錆び落しや洗浄には苛性ソーダや硫酸や塩酸などの薬剤を使用しているために、
安全な使用又は保管や管理システム等のリスク管理が欠かせない。
（ｉｉｉ）薬剤による錆び落しなどの洗浄後は下水基準に達するような二次処理施設とコ
ストが大きな負担となっている。
【０１２３】
　上記の二隔膜三室型の電解装置を適用した場合には次の利点がある。
【０１２４】
（ｉ）純水を連通口付き三室型電解装置で電気分解する時、ｐＨ値は各電解槽に通じる連
 通口で水量を調整し、酸性水が混合した混合アルカリ水又はアルカリ水が混合した混合
酸性水や未混合の酸性水を自在に生成し、精密部品毎に必要に応じて混合比率を変え、ｐ
Ｈ値や水酸化ナトリウム若しくは水酸化物イオン又はナトリウムイオン若しくは塩化物イ
オン若しくはオゾン等の濃度を調整することができる。
【０１２５】
（ｉｉ）これらの電解水による問題解決方法では、次のメリットがある。
（ａ）薬剤を使用しない洗浄方法のため、二次汚染と二次処理が無い。
（ｂ）従来の薬品処理が削減された為、下水に排水するコストは飛躍的に低下する。
（ｃ）硫酸・塩酸・苛性ソーダの使用ゼロを達成が可能である。
（ｄ）危険な硫酸や塩酸又は苛性ソーダなどの薬品を使用しない精密部品洗浄では等様々
な画期的な環境対策が実現できる。
【０１２６】
（ｉｉｉ）不純物の少ない超純水を電解した場合には、不純物によって電解阻害を受けな
いので、電解により生じる水酸化物イオンや次亜塩素酸などの濃度が上昇しその洗浄力は
飛躍的に向上する。また、超純粋の酸性電解水では基板に着いている銅板の錆びが高精度
の確率で除去できる。
【０１２７】
　図２１は、第２の精密部品洗浄装置を模式的に示す図である。第２の精密部品洗浄装置
１００Ａ２は、アルカリ水洗浄槽５０Ａ２、さび除去用酸性水槽５２Ａ２および電解水除
去洗浄槽５４Ａ２が含まれる。原水管１０Ａ２から軟水化装置１４Ａ２を経由した水は、
電解装置１２Ａ２に供給され電解水が生成する。この電解装置１２Ａ２の陰極室にて生成
した電解水はアルカリ水洗浄槽５０Ａ２に供給される。電解装置１２Ａ２の陽極室にて生
成した電解水はさび除去用酸性水槽５２Ａ２に供給される。軟水化装置１４Ａ２で軟水化
された水は、電解水除去洗浄槽５４Ａ２に供給される。
【０１２８】
　洗浄部品（精密部品）２４Ａ２は、搬送装置（ベルトコンベア）２２Ａ２にて搬送され
、アルカリ水洗浄槽５０Ａ２により洗浄された後に、さび除去用酸性水槽５２Ａ２にてさ
びが除去される。この後、電解水洗浄槽５４Ａ２にて電解水が除去されて、乾燥部２６Ａ
２に供給されて乾燥されることとなる。処理後の電解水等は、排水パイプ２８Ａ２を通じ
て排水される。
【０１２９】
２．空気清浄装置
　図２２は、空気清浄装置を模式的に示す図である。
【０１３０】
　空気清浄装置１００Ｂは、吸気口１０Ｂと、吸気ブロア１２Ｂと、ミスト発生器１４Ｂ
と、サイクロン式のスパイラル状のミスト通過管１６Ｂと、ミスト発生器１４を駆動する
モーター１８Ｂと、電解水タンク２０Ｂと、電解水生成装置２２Ｂと、排出口２４Ｂとを
含む。この空気清浄装置は、ミストが汚染物質や臭気成分を取り込み、空気を清浄する。
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ミスト発生器１４Ｂを有するため、加湿機能も有する。
【０１３１】
　電解水生成装置２２Ｂは、適宜の範囲に電解により生じる成分を維持することができる
ように、電解水生成タイマーを設けることができる。
【０１３２】
　無隔膜式型又は一隔膜二室型の電解装置では、電解質水溶液自体を電解するため、未電
解の塩が残り、電解水には高濃度の塩化物イオンを含む。
【０１３３】
　本実施の形態に係る電解装置によれば、陽極室と陰極室とが連通されているものの、中
間室から移動してくる塩化物イオンの量は、陽極室で電解が可能な量であるため、実質的
に塩化物イオンは残存しないか極めて微量となる。このように、中間室を備えた二隔膜三
室型電解装置から生成する電解水は、塩化物イオンが実質的に含まないか極めて微量なた
め、加湿器から発生するミストも塩分が実質的に含まない。したがって、高い除菌性能や
消臭性能に加え、室内の金属等に錆びを起こしにくい水道水並みの加湿を可能にした。
【０１３４】
　さらに、ミスト発生器として本願発明者が発明者となっている特開２００６－１４１８
６４号公報に開示された技術や特開２００６－３２０８５６号公報に開示されたサイクロ
ン式ミスト発生装置の技術を適用することができる。従来の超音波式ミスト発生装置から
発生するミストは目に見えるが、これらのサイクロン式発生装置は、全く目視できない超
微粒子を湿度９９．９％の微少なミストを発生できる。
【０１３５】
（１）この電解水生成装置は上記の電解装置を使用するため、得られる酸性水およびアル
カリ水は、塩分を実質的にほとんど含まない。したがって、錆び等については水道水並み
の使用環境を実現できる。
【０１３６】
（２）超音波式ミスト発生装置から発生する大きなミストは装置から吐出すると、そのミ
スト粒子の大きさから室内に浮遊するどころか、即座に下部床面に落下する。しかし、上
記のサイクロン式ミスト発生装置によれば、次の効果を有する。
（ａ）上記の微少なミストを発生できるサイクロン式ミスト発生装置を採用することで、
長時間にわたって室内の隅々まで浮遊することができるため、消臭・除菌・加湿・浮遊塵
芥の回収を長時間にわたり作用することができる。
（ｂ）上記のサイクロン式ミスト発生装置によれば、微少なミストのため、湿度感が少な
く一定の温度と湿度では快適性を体験できる。
（ｃ）大きな粒子の超音波式ミストの粒子密度に比べ格段にその粒子密度が高い微少なミ
ストを発止させることができるため、塵芥や臭気物質や浮遊ウイルス等の補足率は格段に
高い。
【０１３７】
（３）除菌・消臭等に作用する酸性水に含まれるＨＯＣｌ（次亜塩素酸）は動物の生態防
御作用である免疫細胞のマクロファージや好中球が生態内に進入してきたウイルスやバク
テリアを攻撃破壊する時に産生する物質である。このことから、安全性も高く安心した空
気清浄が実現できる。
【０１３８】
（４）電解により生じた成分であるＨＯＣｌ（次亜塩素酸）は有機物に接触することで即
座に中和する。このため、残留性や二次汚染が無い。
（５）ＨＯＣｌ（次亜塩素酸）は耐性菌が発生せず、除菌性能は高い。
（６）ＨＯＣｌ（次亜塩素酸）は多くの有機系臭気も分解することができる。
（７）ＨＯＣｌ（次亜塩素酸）は肌に優しいアストリンゼン効果もあり、快適な肌の感覚
は良い。
【０１３９】
３．製氷装置
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　図２３（Ａ）は製氷装置の正面を模式的に示す正面図であり、図２３（Ｂ）は製氷装置
の側面を模式的に示す側面図である。
【０１４０】
　製氷装置１００Ｃは、電解水生成装置１０Ｃと、制御装置収納部１２Ｃと、熱交換機１
４Ｃと、中性電解水タンク１６Ｃと、製氷部１８Ｃと、氷収納部２０Ｃとを含む。
【０１４１】
　従来、製氷装置は水道水を使用するのが一般的であるが、水道水の氷では冷却とそれに
よるバクテリアの繁殖を低下させる以外の効能は見出せなかった。また、従来の無隔膜一
室型電解水生成装置では主成分が次亜塩素酸ナトリウムで、わずかしか次亜塩素酸ができ
ない。次亜塩素酸ナトリウムは、次亜塩素酸よりも除菌性能が大幅に落ちる。また、生成
された電解水には、電解されずに電解装置を通過する塩分が多量に含まれる。さらに、ア
ルカリ環境下で塩化物イオンが含まれてしまうため、トリハロメタンが発生する。さらに
加えて、次亜塩素酸ナトリウムでは手荒れが起きるなどの他に、電解されずに電解装置を
通過する塩化ナトリウムが次亜塩素酸ナトリウムと反応を起して塩素ガスが発生するなど
の問題点がある。
【０１４２】
　一隔膜二室型の電解水生成装置においても、生成される電解水に多量の塩化物イオンが
含まれてしまうため、反応により次亜塩素酸（HOCｌ）が短時間に塩素ガスとして気化し
てしまう。また、電解されずに通過した塩化ナトリウムなどの塩化物が吐出されてしまう
などの様々な問題点が有る。
【０１４３】
　塩化物が含まれてもわずかな電解水を生成する電解水生成装置を含む製氷装置は、今ま
で提案されていなかった。
【０１４４】
　本実施の形態に係る電解装置によれば、陽極室と陰極室とが連通されているものの、中
間室から移動してくる塩化物イオンの量は、陽極室で電解することができる量であるため
、実質的に塩化物イオンは残存しないか極めて微量となる。
【０１４５】
　中間室を備えた二隔膜三室型電解装置から生成する電解水は、塩化物が実質的に含まな
いか極めて微量なため、無隔膜一室型電解装置や一隔膜二室型電解装置の多くの塩を含む
ことによる問題点を解決することができる。したがって、本実施の形態によれば、塩化物
を実質的に含まず、かつ、次亜塩素酸を高純度に生成する電解装置を含むため、次亜塩素
酸を高純度に含む氷の生成を可能とし、かつ、塩化物による問題が生じにくい製氷装置を
実現することができる。
【０１４６】
　また、塩化物が実質的に存在しないために、次亜塩素酸と塩化物との平衡反応に基づく
塩素ガスの発生がほとんどない。また、ｐＨ４～ｐＨ５付近であると、電解水に酸味を感
じないことを確認した。この場合には、通常の水道水の味と変らない味で電解水を実現す
ることができる。
【０１４７】
　この製氷装置によれば、次の効果を有する。
（ａ）塩分を含まないため、氷で浸けた魚肉に塩分の浸透や、浸透圧で魚肉から水分を抜
き出す作用も起きない。
（ｂ）塩素ガスの発生が殆ど起きないために、電解装置一体型の製氷装置は室内に設置し
ても何ら塩素ガスの心配は不要である。
（ｃ）上記の電解装置で生成された弱酸性水では鮮魚の細胞破壊が起き難い為、長期間の
保存性に優れる。
（ｄ）鮮魚の運搬用のトロ箱に入れた弱酸性電解水の氷が解けても、雑菌数が大幅に減少
している為、鮮度が落ちる時間は大幅に改善される。
（ｅ）解けた弱酸性電解水は、鮮魚の表面に付着している有機物により、徐々に中和して
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排水基準以内になる。
（ｆ）除菌を行うＨＯＣｌ（次亜塩素酸）は除菌と同時に魚独特の生臭い臭気も除去でき
るので匂い環境も改善ができる。
（ｇ）ＨＯＣｌ（次亜塩素酸）は水仕事に従事する人々の手荒れを防ぐ効果も有り電解酸
性氷は効果的である。
（ｈ）酸性電解氷は融解すると塩分も無く殆ど中性状態になる。このため、環境汚染や負
荷は起さない最適な除菌氷で有る。
【０１４８】
４．内視鏡洗浄装置
　図２４は、内視鏡を模式的に示す図面である。
【０１４９】
　内視鏡１００Ｄは、内視鏡洗浄部１０Ｄと、電解水生成装置１２Ｄと、制御装置収納部
１４Ｄと、電解原水タンク１６Ｄと、排水タンク１８Ｄとを含む。
【０１５０】
　従来、内視鏡の洗浄に当たっては、過酢酸製剤または一隔膜二室型の電解装置から生成
される塩化物（塩化ナトリウムなど）を含む電解水を使用している。過酢酸製剤では強烈
な酸の臭いが発生すること、洗浄除菌に時間がかかること、その酸を中和して廃棄しなく
てはならないことなどの問題点がある。塩化物を含む電解水では、次亜塩素酸と反応を起
こして、塩素ガスが高濃度に充満し、この反応に伴い次亜塩素酸（HOCｌ）が短時間で気
化してしまう問題がある。電解されなかった塩化物が吐出されてしまうなどの問題点が有
る。これら強い塩素ガス発生と塩分のために樹脂製の光学レンズ表面が白濁する欠点等が
有る。
【０１５１】
　塩化物が含まれてもわずかな電解水であって、中性付近の電解水を生成することができ
る電解水生成装置を含む内視鏡洗浄装置は、今まで提案されていなかった。
【０１５２】
　本実施の形態に係る電解装置によれば、陽極室と陰極室とが連通されているものの、中
間室から移動してくる塩化物イオンの量は、陽極室で電解することができる量であるため
、実質的に塩化物イオンは残存しないか極めて微量となる。
【０１５３】
　中間室を備えた二隔膜三室型電解装置から生成する電解水は、塩化物が実質的に含まな
いか極めて微量なため、無隔膜一室型電解装置や一隔膜二室型電解装置の多くの塩を含む
ことによる問題点を解決することができる。したがって、本実施の形態によれば、塩化物
を実質的に含まず、かつ、次亜塩素酸を高純度に生成する電解装置を含むため、次亜塩素
酸を高純度に含む内視鏡洗浄装置用の洗浄水の生成を可能とし、かつ、塩化物による問題
が生じにくい内視鏡洗浄装置を実現することができる。
【０１５４】
　この内視鏡洗浄装置によれば、電解水の塩分が極めて低いために、樹脂製の光学レンズ
の白濁作用も起きない。また、電解水の製造装置において、塩素ガスの発生が殆ど起きな
いため、病室などでも電解をしながら洗浄・除菌が行えるメリットが有る。さらに、弱酸
性の電解水では、樹脂レンズなどの損傷が生じ難く、視鏡の表面に付着している有機物に
より、徐々に中和して排水基準以内になる。
【０１５５】
５．洗髪装置
　図２５は、第１の洗髪装置を模式的に示す図面である。
【０１５６】
　第１の洗髪装置１００Ｅは、原水供給パイプ１０Ｅと、電解水生成装置１２Ｅと、電解
水タンク１４Ｅと、出水シャワー１６Ｅとを含む。
【０１５７】
　従来、美容室又は理容室での頭髪シャンプーには、水道水を適宜な温度に温め、石鹸又
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はシャンプーなどで汚れを洗い落としていた。しかし、三室型電解水生成装置から生成さ
れる、温かいアルカリ水に浸漬すると３０秒位で肌の汚れが石鹸を使わないで落ち始める
が確認された。簡単に指で髪や肌の表面を揉み洗いすると更に汚れは落ちやすい。アルカ
リ水で２～３分位で汚れを落とした後に、酸性水をシャワーとして浴びるだけで一連の洗
髪は終了する。最後に酸性水で流したまま乾燥させると、酸性水のアストリンゼン効果で
肌や髪は見違えるような快適な洗髪を楽しむことができる。さらに、皮膚荒れの方にも効
果的で従来、洗髪によるシャンプーに入っている化学物質が経皮による吸収も防げるとと
もに、シャンプーの化学物質の下水への排水が防止でき、下水処理施設や汚水処理施設の
負担が削減できるなど社会的な貢献が可能である。
【０１５８】
　この洗髪装置によれば、次の効果がある。
（１）電解水での洗浄のため、化学薬品が含まれておらず、肌に化学薬品が吸収すること
がないため安全な髪や肌の手入れが可能となる。
（２）この電解水によるシャンプーでは頭皮の毛穴に詰まった皮脂などがスムーズに乳化
して洗浄が容易となる。
（３）この電解装置で生成されるアルカリ性の電解水では、次亜塩素酸（ＨＯＣｌ）を含
んで入るため、アトピー性皮膚炎に繁殖しているブドウ球菌等の除菌も可能となり、それ
らの症状を軽減できる可能性がある。
（４）陽極室の電解水と陰極室との電解水とを混合して使用することにより、従来ではア
ルカリ水を使用しているときは酸性水を廃棄しており、酸性水を使用しているときはアル
カリ性水を廃棄していたが、このような資源の無駄を防止することができる。
（５）排水を化学薬品等の化学物質の汚染から環境負荷を軽減できる。
（６）化学薬品を使用しないシャンプー方式を実現できるため、アトピー性皮膚炎等への
負荷が軽減できる。
（７）シャンプーを使用しても殆ど僅かで済むため、理容師や美容師の職業病と言われた
手荒れの防止も可能となる。
（８）皮膚病などの方にはシャンプーなどを使用せず洗髪できるので安心な洗髪を実現で
きる。
（９）洗剤の削減をできるのでコストの削減を可能にできる。
【０１５９】
　図２６は、第２の洗髪装置を模式的に示す図である。洗髪装置１００Ｅ２は、原水供給
管１０Ｅ２から原水が電解装置１２Ｅ２に供給される。電解装置１２Ｅ２にて生成された
電解水は、電解水貯留タンク１４Ｅ２に貯められる。洗髪のためにバルブ１８Ｅ２を開く
と、電解水貯留タンク１４Ｅ２に貯められた電解水が吐出され、瞬間温水機２０Ｅ２で温
められ、シャーワーヘッド１６Ｅ２から電解水が出ることとなる。洗面台３０Ｅ２に流れ
た電解水は、排水パイプ３２Ｅ２により排水される。電解装置１２Ｅ２、電解水貯留タン
ク１４Ｅ２や瞬間温水器２０Ｅ２は、制御部（図示せず）により制御することができる。
【０１６０】
　これらの洗髪装置１００Ｅ，１００Ｅ２は、図に示すように、シャワーヘッドへの経路
のみならず、浴槽への経路も設けることでバスシステムに適用することができる。
【０１６１】
６．水耕栽培装置
　図２７は、水耕栽培装置を模式的に示す図である。
【０１６２】
　水耕栽培装置１００Ｆは、給水パイプ１０Ｆと、電解水生成装置１２Ｆと、アルカリ水
タンク１４Ｆと、酸性水タンク１６Ｆと、シーケンサー１８Ｆと、ポンプ２０Ｆと、混合
タンク２２Ｆと、給水フロー２４Ｆと、トレー２６Ｆと、過剰の電解水を排出するオーバ
ーフロー２８Ｆと、循環フロー３０Ｆとを含む。
【０１６３】
　従来、水耕栽培に電解水を使う場合が有るが、それらの電解装置には一隔膜二室型が中
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心で有るが、この装置から生成される電解水には塩化物がアルカリ水に含まれるなどの問
題点があった。例えば、吐出される電解水には酸性水およびアルカリ水共に、ＫＣｌ（塩
化カリウム）の塩化物が含まれてしまう。
　三室型電解水生成装置ではＫＣｌを電解質に使用してもＫＣｌは排出されず、目的のＫ
ＯＨ（水酸化カリウム）を高純度で生成することが出来る。さらに、連通口採用の三室型
電解水生成装置では次亜塩素酸を含むアルカリ性の電解水の生成を可能にする。ｐＨでは
弱酸性域から中性及びｐＨ１０．０前後までのアルカリ域までの電解水を生成することが
できるので、ＫＯＨを含んだアルカリ性域の電解水を成長促進剤として水耕栽培の使用に
最適である。
【０１６４】
　また、連通口付き電解水生成ではアルカリ水にも強い殺菌力の有るＨＯＣｌを高濃度に
生含ませることができるため、アルカリ水による成長促進を可能にしつつ、同時に酸性水
に入れ替えなくても水耕栽培の潅水においてアルカリ水のみで除菌も併せて行うことが出
来る。
【０１６５】
　また、これによれば、連通口に因る混合電解水生成の使用では、酸性水の性能とアルカ
リ性の性能が混合されており、混合電解水を使用することで、使用する水を少なくするこ
とができる。
【０１６６】
　この水耕栽培装置によれば、次の効果を有する。
（１）薬品を使わずに水耕栽培液を除菌することができる。
（２）薬品を使わない栽培なので農業従事者の安全が確保される。
（３）薬品を使わないので、野菜に薬剤成分が吸収されない安全な生産を可能にすること
ができる。
（４）薬剤を大幅に削減できる効果が有る。
（５）使用後はほぼ中性の為、排水口などに排水しても基準値を超える事は無く、更には
他の農地に散布しても植物活性作用が維持可能である。
（６）栽培する種類にもよるが、成長促進や糖度の改善や果実のサイズの改善及び収穫後
の保存性の改善などがある。
（７）炭素病やうどん粉病等の他、イモチ病等の対策にも有用である。
【０１６７】
７．洗車装置
　図２８は、洗車装置を模式的に示す図である。
【０１６８】
　洗車装置１００Ｇは、原水給水パイプ１０Ｇと、電解水生成装置１２Ｇと、アルカリ水
タンク１４Ｇと、酸性水タンク１６Ｇと、水位センサー１８Ｇと、制御部２０Ｇと、給水
ポンプ２２Ｇと、洗車部２４Ｇとを含む。
【０１６９】
　従来、自動車や電車・航空機等の洗浄には、大量の洗剤を通常の水道水または井戸水を
使用して汚れを除去していたが、これらの化学物質は排水するのに二次処理を必要とする
。 また、洗剤を使用した洗浄ではその洗剤濯ぎにも多くの水を使用する。三室型電解水
生成装置により生成された電解水は、洗剤を使うことなく、洗浄力があることを確認した
。
【０１７０】
　その装置の具体的な動作は次のとおりである。
【０１７１】
　電解水生成装置によりアルカリ性水と酸性水とに分離生成する。その分離生成された
各電解水は精密部品洗浄装置の洗浄槽に給液され、アルカリ性水は高性能な洗浄を行ない
、酸性水は錆びの除去を行う。その後、純水により電解水に含まれていた物質の除去を行
ない洗浄部品は乾燥室で乾燥されたのち必要な工程に供される。洗浄及び錆び落しが済ん
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だアルカリ性及び酸性電解水は混合されることで中性になり、排水基準を満たして排水さ
れる。
【０１７２】
　この洗車装置によれば、次の効果を有する。
【０１７３】
　従来、洗車後の洗剤を含んだ汚水は下水に廃棄する前に排水基準を満たす為の薬品によ
る中和の為の二次処理が行われている。このような洗浄のための各種の薬品や二次処理の
ための薬品の使用を回避することができるばかりか、工程の省略のメリットもある。また
、環境汚染を防ぐばかりではなく、危険な薬品の取り扱いや保管などのリスクを削減でき
る事は大きな意義がある。
【０１７４】
８．浄水装置
　図２９は、浄水装置を模式的に示す図である。浄水装置１００Ｈは、水道水供給部１６
Ｈから供給された水道水を中空糸膜濾過部１４Ｈに導入し濾過し、濾過水送水パイ部１２
Ｈにより電解装置１０Ｈに供給する。電解装置１０Ｈで電解水が生成し、電解水吐出部１
８Ｈにより吐出される。
【０１７５】
　上述の電解装置によれば、塩化ナトリウムが実質的に含まない電解水を生成することが
できることから浄水装置としては有用である。
【０１７６】
　電解装置１０Ｈの陽極室と陰極室とが連通していることで、次亜塩素酸を含むｐＨ６．
０～８．０の範囲の電解水を生成することができ、電解水の殺菌力を高めることができる
。電解水をアルカリ性とすることで、同時に洗浄力も付与することができる。
【０１７７】
９．トイレシステム
　図３０は、トイレシステムを模式的に示すである。局部洗浄機能付きトイレシステム１
００Ｉは、電解装置１０Ｉをトイレの局部洗浄機能付きトイレシステム２０Ｉに適用した
例である。具体的には、水洗便器用水タンク２２Ｉ内に、電解装置１０Ｉが設置されてい
る。電解装置１０Ｉで生成された電解水は、水洗便器用タンク２２Ｉに貯められる。その
電解水は、操作部からの指令により、局部洗浄機能付き便座２０Ｉのポンプ２４Ｉにより
、洗浄水吐出部２６Ｉにより吐出される。なお、水洗便器用タンク２２Ｉに水を貯め、使
用時に電解装置１０Ｉにて電解水を生成する態様でもよい。
【０１７８】
　電解装置１０Ｉの内蔵の局部洗浄機能付きトイレシステム１００Ｉにより、排便後の臀
部を清潔に保つことができ、次亜塩素酸水による除菌効果、次亜塩素酸水による止血効果
、排便の臭気分解を実現することができる。
【０１７９】
１０．床洗浄機
　図３１に示すように、床洗浄機１００Ｊは、上述の電解装置（図示せず）が内臓され、
その電解装置により生成された電解水を収容する電解水タンク１０Ｊがある。噴射ポンプ
１２Ｊを通じて、噴射ノズル１４Ｊにより床面に電解水がスプレーされる。ロールブラシ
１６Ｊがその床面を通過するに当たって、床面を洗浄し、床面に残存した汚水を汚水吸引
ノズル１８Ｊにより吸引する。汚水は汚水吸引用ポンプ２０Ｊにより汚水収容タンク２２
Ｊに供給される。汚水は、汚水排出部２４Ｊにより排出される。
【０１８０】
　なお、床洗浄機１００Ｊは、車輪３２Ｊが装着しており、床洗浄機１００Ｊを移動させ
ることができる。必要に応じて、床洗浄機１００Ｊを移動させるための取っ手２６Ｊを取
り付けてもよい。噴射ポンプ１２Ｊや汚水吸引ノズル１８Ｊを制御部２８Ｊにより制御す
ることができる。バッテリ３０Ｊにより床洗浄機１００Ｊを駆動することができる。
【０１８１】
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　従来は洗剤を水で希釈して床又はカーペットを洗浄していたが、中性付近次亜塩素酸入
り電解水生成装置内蔵床洗浄装置によれば、除菌性能は低く又、カーペット等に残留した
洗剤は乾燥すると人が歩く度にホコリとなって乾燥洗剤が飛散する事になる。ＨＣｌＯ（
次亜塩素酸）入り中性付近電解水では洗浄力と除菌力のどちらも持ち合わせており、床の
洗浄や除菌を同時に行う事が出きる。又、ＨＣｌＯ（次亜塩素酸）は動物の免疫系を司る
好中球やマクロファージが体内に進入してきたウイルスやバクテリア等を攻撃する時に産
生することでも知られており、食品添加物として薬品と違い安全性は極めて高いものであ
る。
【０１８２】
　電解装置において陽極室と陰極室とが連通されているものを使用することで、中性付近
で洗浄力のＮａＯＨと殺菌力のＨＣｌＯを同時に生成するので廃棄処分する水は全く無い
のである。したがって、アルカリ水を使用しているときに、酸性水の廃棄量を抑えること
ができ、また、酸性水を使用しているときはアルカリ水の廃棄量を抑えることができ、水
資源を有効活用することができる。
【０１８３】
　また、この電解水を使用する事で洗剤などの化学物質を吸引する事も無く安全に床の洗
浄除菌を行う事を可能にした電解水使用の床洗浄機である。なお、床洗浄機は、カーペッ
ト洗浄機を含む概念である。
【０１８４】
　図３２に、寸法例を記載する。なお、車輪径は、１００ｍｍとすることができる。電解
水タンク１０Ｊや汚水収容タンク２２Ｊはたとえば２２リットル程度のタンクとすること
ができる。
【０１８５】
１１．クーリングタワー
　クーリングタワー１００Ｌは、冷却循環水に電解装置１０Ｉにより生成された電解水を
混ぜるものである。クーリングタワー、特に開放型のクーリングタワーは、藻類や原生動
物が繁殖してレジオネラの繁殖環境を形成し、熱交換時に発生するエアロゾルがレジオネ
ラ症の感染源となることがある。電解水を含ませることで、これらの感染源の繁殖を防ぐ
ことができる。クーリングタワーは、たとえば、冷却循環水を貯めるタンク１２Ｉと、冷
却塔１４Ｉに冷却水を供給する循環ポンプ１６Ｉと、冷却水送水ポンプ１８Ｉと、使用済
み冷却水をタンク１２Ｉに供給する供給管２０Ｉとが設けられている。
【０１８６】
　電解装置１０Ｉにて生成されるＨＯＣｌを含んだ電解水により、上記の感染源を死滅さ
せることができるか、または、抑えることができる。
【０１８７】
１２．空気清浄システム
　図３４は、第１の空気清浄システムを模式的に示す図である。
【０１８８】
　第１の空気清浄システム１００Ｍは、空気清浄機１０Ｍ内で、電解装置から生成される
電解水をミスト状にすると共に、未処理の汚染空気を混合して、その混合空気を塵埃除去
フィルタとしての中性能二重膜１２Ｍに通過させる。この中性能二重膜１２Ｍにより、一
次空気清浄処理を行う。中性能二重膜１２Ｍを通過した空気はコンデンサからなる冷却機
１４Ｍで湿度調整が行われ、給気ブロア１６ＭによりＨＥＰＡフィルタ（High Efficienc
y Particulate Air Filter）１８Ｍに給気され、二次空気洗浄処理が行われる。ＨＥＰＡ
フィルタ１８Ｍを通過した空気は、クリーンルーム内に給気される。
【０１８９】
　より具体的には、未処理の汚染空気は初めにナノミスト発生式空気清浄装置１０Ｍに吸
引される。汚染空気は、内部に発生する各種サイズのＨＣｌＯミストに接触し、第一空気
清浄フィルター（図示せず）に取り込まれ除菌・消臭・塵埃除去される。二重中性能膜（
中性能フィルターに）１２Ｍは一次処理ナノミスト空気清浄機１０Ｍから排出されたＨＣ
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ｌＯナノミストが中性能フィルターに付着することで適当な湿度を与える。一次処理ナノ
ミスト空気清浄装置１０Ｍから排出された不完全処理の塵埃又は臭い又はウイルス等の浮
遊物を捕らえる働きを行う。また、多くの塵埃除去や消臭や除菌処理された空気は更に高
性能なヘパフィルター１８Ｍにより塵埃等を除去する。
【０１９０】
　図３５に示すように、本願発明者が発明者となっている特願２００５－１４７５２５お
よび特願２００４－３３９０１８に開示されたサイクロン式の空気浄化装置１０Ｍ１を適
用することができる。また、図３６に示すように、電解水で湿った布１０Ｍ２を回転させ
て、空気がその布を通過することで、その空気がミスト化された電解水を取り込ましても
よい。電解水は、上記の電解装置により生成されたものを適用することができる。
【０１９１】
　従来のクリーンルームを作る空気清浄機には高性能塵埃除去へパフィルター及び中性能
塵埃除去フィルターを併用しているクリーンルーム用空気清浄システムが有る。
【０１９２】
　従来の問題点は、各種の高性能フィルターで塵埃を除去するが、超微細なウイルス等は
そのフィルターに付着又は通過してしまい除菌は出来なかった。
【０１９３】
　問題点の解決として、生体内免疫細胞（好中球及びマクロファージ）で産生して生体防
御している物質である次亜塩素酸（ＨＣｌＯ）をナノミスト化するミスト発生式空気清浄
機を考案した。
【０１９４】
　効果として、生体内で産生する安全な次亜塩素酸は強い除菌性能及び消臭作用が有り、
かつ、この電解水をナノミスト化するナノミスト発生式空気清浄機との高性能へパフィル
ター併用クリーンルーム空気清浄機を実現することができる。
【０１９５】
　従来との違いとして、次のことが挙げられる。
（ｉ）生体内免疫細胞で体内に浸入してきた異物を除菌の攻撃ために産生しているＨＣｌ
Ｏを使う事で安全な除菌システムが構成できる。
（ｉｉ）ＨＣｌＯをナノミスト化するミスト発生空気清浄機を一体型とすることができる
ことである。
（ｉｉｉ）ＨＣｌＯを生成する電解装置は、二隔膜一室型電解水生成装置又は二隔膜三室
型電解水生成装置の採用によりＨＣｌＯを任意の自由な濃度で供給する事を可能にしたこ
とである。
（ｉｖ）従来は高性能フィルターで塵埃除去だけしか行っていなかったことである。
（ｖ）この装置によりクリーンルームのとして通常の病室又は診療室又は処置室等の室内
は高性能に除菌した環境を保つ事が出来ることである。
（ｖｉ）この装置により、室内の空気は循環式空気清浄を可能にしたり、又は室内の除菌
された空気に外部から汚染空気が入らないように差圧空気清浄を可能にしたことである。
（ｖｉｉ）ＨＣｌＯナノミスト発生空気清浄機併用により除菌・消臭・塵埃除去・加湿な
ど高性能且つ安全性の高い空気清浄を可能にしたことである。
【０１９６】
　図３７は、第２の空気清浄システム１００Ｎを模式的に示す。汚染空気取り入れ口から
取り入れられた汚染空気は、上述の電解装置内臓のサイクロン式空気清浄機１０Ｎにまず
供給される。次に、冷却装置１４Ｎに熱交換し得るように接続されている冷却熱交換機１
２Ｎにより空気清浄機を通過した空気と熱交換する。次に、第１の除菌及び塵埃回収フィ
ルタ１６Ｎ、第２の除菌及び塵埃回収フィルタ１８Ｎおよび第３の除菌及び塵埃回収フィ
ルタ（ＨＥＰＡフィルタ）２０Ｎを順次通過し、送風ファン２２Ｎにより排出される。
【０１９７】
　これらのクリーンルーム用の空気清浄機１００Ｎによれば、電解水により洗浄・殺菌を
行うため、従来行われていた過酢酸製剤等の薬品を使用せずに洗浄殺菌を行うことができ



(31) JP 2011-147789 A 2011.8.4

10

20

30

40

50

、高熱の蒸気や温水を使用する必要がない。これにより、手荒れが起き難い。上述の電解
装置によれば、塩化ナトリウムが実質的に含まない電解水を生成することができることか
ら医療用器具の洗浄機としては有用である。
【０１９８】
　特に、電解装置の陽極室と陰極室とが連通していることで、次亜塩素酸を含むｐＨ６．
０～８．０の範囲の電解水を生成することができ、電解水の殺菌力を高めることができる
。電解水をアルカリ性とすることで、同時に洗浄力も付与することができる。
【０１９９】
　第１および第２の空気清浄システムは、クリーンルームの空気清浄に好適である。
【０２００】
１３．排水処理システム
　図３８は、排水処理システムを模式的に示す図である。排水処理システム１００Ｑは、
次亜塩素酸及び次亜塩素酸ソーダ含有電解水を排水液溜めグリストラップに供給混合し、
排水に含まれる臭気物質の分解を行うシステム装置である。排水処理システム１００は、
電解水を生成する電解装置１０Ｑを有し、生成された電解水は、電解水貯留タンク１６Ｑ
に貯留される。洗浄シンク１２Ｑから汚水配水管１４Ｑに流れた汚水と、電解水貯留タン
ク１６Ｑに貯められた電解水を混合する。この混合に当たっては、排水を感知すると、排
水感知装置電解水供給弁１８Ｑを開き、電解水をグリストラップの汚水槽２０Ｑに供給す
るとよい。汚水槽は２０Ｑは第１処理槽２０Ｑ１、第２処理槽２０Ｑ２および第３処理槽
２０Ｑ３を設けることができる。ごみ収集部（濾過ざる）２２Ｑによりごみを回収すると
ともに油止め板２４Ｑにより混合水の水分と油分とを分離し、排水口２６Ｑにより混合水
の水分を排水口により排水する。
【０２０１】
　レストラン及び食堂等に義務付けられている油脂分回収装置（グルストラップ）では、
通常多くの食品残渣が回収槽の中に沈殿しているが、これら沈殿有機物は毎日取り出して
廃棄される事は無く数日間または数週間または数ヶ月取り出して廃棄される事は無く、時
には沈殿された食品残渣が腐敗して悪臭を漂わす事も日常的である。沈殿した腐敗有機物
は様々な臭気物質を作り出すが、これらの臭気物質の大分部分は悪臭物質に指定されてい
る。この悪臭物質の多くは電解される次亜塩素酸及び次亜塩素酸ソーダまたは水酸化ナト
リウムで別表のように分解消臭される。
【０２０２】
　また、次亜塩素酸は強い殺菌能力を有しており、食品や食器など洗浄後にグリストラッ
プに沈殿する有機物に発生する腐敗菌の除菌を行う事で、各種の悪臭発生を抑える事を可
能にした装置で、通常の使用においては各種の洗浄後に次亜塩素酸の電解酸性水を流し、
また、一日の厨房作業の終了後に１０又は２０リットルの次亜塩素酸水をグリストラップ
に流し込む事で槽内の各種腐敗菌の除菌を可能にする装置である。又、次亜塩素酸（HOC
ｌ）は有機物に混合される事で中和状態となるため、下水への排水基準も問題無くクリア
できる消臭装置である。
【０２０３】
１４．洗浄装置
　図３９は、洗浄装置としてコンタクトレンズ洗浄装置に適用した例を示す。コンタクト
レンズ洗浄装置１００Ｒは、電解装置１０Ｒにより生成された電解水をコンタクトレンズ
の洗浄槽１２Ｒに供給し、電源スイッチをＯＮすると、電源確認灯が点灯し、超音波振動
部１８Ｒが振動し、コンタクトレンズ２０Ｒを洗浄するものである。
【０２０４】
１５．シャワー装置
　図４０は、シャワー装置を模式的に示すである。シャワー装置１００Ｓは、電解装置１
０Ｓが適用されている。具体的には、電解装置１０Ｓで生成された電解水を温度調節器付
き温水タンク１２Ｓで温度調整する。吐出ポンプ１４Ｓによりシャワーノズル１６Ｓを通
じて、電解水が放水される。
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【０２０５】
　体を洗うシャワーでは石鹸等を使用して肌の汚れを洗い落としていたが、中性付近の混
合電解水シャワーは、次の構成をとることができる。
（ｉ）各種電解水生成装置から生成される電解水は、アルカリ水又は中性付近の混合電解
水とすることができる。
（ｉｉ）上記電解水生成装置と温水タンクと吐出ポンプとシャワーノズルのついたホース
とが一体となったシステムとすることができる。
（ｉｉｉ）電解し生成装置は温水タンクの水位センサーにより自動的に電解水をタンクに
供給することができる。
（ｉｖ）タンク内の温度は常に５０度に保温するとよい。
【０２０６】
　効果としては、たとえば、次のものを挙げることができる。
（ｉ）混合電解水のシャワーにより石鹸不要のシャワーシステムが可能となった。
（ｉｉ）シャワーの電解水には水素イオンに因る洗浄力と酸性水に因るアストリンゼン効
果で肌を整えることができる。
（ｉｉｉ）石鹸を使用しないシャワー及び入浴が可能になり、その排水が従来の洗剤を含
んだ水と違い環境に負荷の少ない優しい廃棄水が可能となる。
（ｉｖ）石鹸を使用しない入浴システムにより、例えば入浴介護等の時、従来介護人が被
介護人を介護する時体に付けた石鹸が被介護人を支える時に滑り易く危険と共に両者では
大変緊張した入浴となっていのを解決できる。
（ｖ）従来、体に創傷など有る場合の入浴では、洗剤を使用した入浴では創傷部から洗剤
が染み込み大変痛みが発生する苦痛の入浴を解消できる。
（ｖｉ）従来、シャンプー等の合成洗剤を全身に付けて体を洗うが、その時多くの化学物
質も体表面から体内に吸収されるが、これらの吸収も回避可能となる。
（ｖｉｉ）電解水による体の洗浄では殆ど石鹸を必要としない入浴方法であり、シャワー
数十秒で汚れが浮き出す洗浄力の為、一度で入浴に使用する水は風呂を使用する入浴方法
に比べて少ない水の使用で済む。また、フート式シャワー吐出装置の利用により更に簡単
に吐出または中断の切り替えで極少量の水の使用が可能となる。
【０２０７】
１６．血液透析装置用除菌洗浄システム
　血液透析装置用除菌洗浄システム１００Ｔは、原水管４０Ｔから原水が軟水化装置４２
Ｔに供給される。軟水化された水は、電解装置１０Ｔに供給され、電解水生貯留タンク１
２Ｔに貯められる。一方で、血液透析装置２０Ｔは、血液回路２２Ｔ、血液循環ポンプ２
４Ｔ、老廃物除去部２６Ｔおよび透析液供給部２８Ｔが設けられている。血液回路２２Ｔ
は、両端に血液循環シャント部２２Ｔ１，２２Ｔ２が設けられている。いずれか一方の血
液循環シャント部２２Ｔ１に電解水の供給管が接続されている。血液回路２２Ｔの洗浄時
には、電解水の供給管の供給バルブ１６Ｔを開き、ポンプ１４Ｔを通じて電解水を血液回
路２２Ｔに供給し、洗浄を行う。この際に、電解水と軟水化装置４２Ｔで処理された水と
を混合して供給してもよい。
【０２０８】
　電解水により洗浄・殺菌を行うため、従来行われていた過酢酸製剤等の薬品を使用せず
に洗浄殺菌を行うことができ、高熱の蒸気や温水を使用する必要がない。これにより、手
荒れが起き難い。上述の電解装置によれば、塩化ナトリウムが実質的に含まない電解水を
生成することができることから医療用器具の洗浄機としては有用である。
【０２０９】
　特に、電解装置１０Ｔの陽極室と陰極室とが連通していることで、次亜塩素酸を含むｐ
Ｈ６．０～８．０の範囲の電解水を生成することができ、電解水の殺菌力を高めることが
できる。電解水をアルカリ性とすることで、同時に洗浄力も付与することができる。
【０２１０】
１７．医療機器洗浄装置
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　図４１は、第１の医療機器洗浄装置を模式的に示す図である。原水管４０Ｕから供給さ
れた水道水は、まず軟水器７０Ｕにより軟水化する。軟水を電解装置１０Ｕに供給し、電
解水を生成し、タンク２０Ｕに貯める。送水ポンプ３０Ｕを駆動させ、医療機器洗浄装置
５０Ｕに供給する。医療機器洗浄装置５０Ｕ内に納められた医療機器は電解水で浸される
。洗浄に当たって、ジェット噴霧部５６Ｕ，６０Ｕを用いて、医療機器を洗浄するとよい
。医療機器は、棚５４Ｕの上に置かれた収納ザル５８Ｕに治めることができる。処理済み
の液は、排出口６２Ｕにて排出される。
【０２１１】
　図４２は、第２の医療機器洗浄装置を模式的に示す図である。第２の医療機器洗浄機１
００Ｕ２は、電解水の供給の仕方において第１の医療機器洗浄機１００Ｕと異なる。原水
管４０Ｕ２から供給された原水は、軟水化装置５０Ｕ２で軟水化処理がなされ、電解装置
１０Ｕ２および洗浄装置５０Ｕ２内に供給される。電解装置１０Ｕ２の陰極室内で生成さ
れたアルカリ電解水は、洗浄用アルカリ水槽２２Ｕ２に供給される。電解装置１０Ｕ２の
陽極室内で生成された酸性電解水は、除菌用酸性水槽２４Ｕ２に供給される。
【０２１２】
　アルカリ電解水、酸性電解水および軟水化された水を適宜、洗浄槽５０Ｕ２に供給する
。洗浄槽５０Ｕ２の中の棚板６０Ｕ２の上に、機材収納ザル５８Ｕ２を設けている。この
機材収納ザル５８Ｕ２内に、水面５２Ｕ２より下に浸されるように医療用機器７０Ｕ２を
設け、洗浄用超音波発信機により医療用機器７０Ｕ２を洗浄する。処理後の水は、排出バ
ルブ６２Ｕ２により排出される。
　制御部８０Ｖ２を通じて、軟水化された水、アルカリ電解水および酸性電解水の供給バ
ルブ８２Ｖ２，８４Ｖ２，８６Ｖ２を調整する。
【０２１３】
　第１および第２の医療機器洗浄装置１００Ｕ，１００Ｕ２によれば、電解水により洗浄
・殺菌を行うため、薬品を使用せずに洗浄殺菌を行うことができ、高熱の蒸気や温水を使
用する必要がない。これにより、手荒れが起き難い。上述の電解装置によれば、塩化ナト
リウムが実質的に含まない電解水を生成することができることから医療用器具の洗浄機と
しては有用である。
【０２１４】
　特に、電解装置２１０Ｃの陽極室と陰極室とが連通していることで、次亜塩素酸を含む
ｐＨ６．０～８．０の範囲の電解水を生成することができ、電解水の殺菌力を高めること
ができる。電解水をアルカリ性とすることで、同時に洗浄力も付与することができる。
【０２１５】
１８．潅水及び散水システム
　図４４は、農業向け潅水及び散水システムを模式的に示す図である。農業向け潅水及び
散水システム１００Ｖは、電解装置１０Ｖを含む。水道水を電解装置１０Ｖに供給し、中
性付近の電解水を生成する。この電解水は、電解質を塩化カリウムで行うとよい。電解装
置の陽極室にて生成された電解水と陰極室にて生成された電解水とを混合し混合水タンク
１２Ｖに貯める。この電解水を希釈タンク１４Ｖに供給し、希釈する。その希釈された電
解水をビニールハウス２０Ｖ内に噴霧ノズル１６Ｖにより噴霧する。噴霧ノズル１６Ｖは
、農作物２２Ｖの一つ当たりたとえば２個とすることができる。また、ホース２４Ｖによ
り電解水を供給してもよい。このホース２４Ｖには、農作物の根本に穴（たとえば農作物
一つ当たり数個）を設け、根本に電解水を供給してもよい。この制御は、自動潅水制御板
１８Ｖで行うことができる。次亜塩素酸入り中性付近電解水での農業向け潅水及び散水シ
ステムでは、例えば電解次亜塩素酸散布によるうどん粉病の除菌などは公知の事実である
が、現在、三室型電解装置により生成された次亜塩素酸混合中性付近電解水による方法は
全く存在しないのである。
【０２１６】
１９．除菌マスクシステム
　図４５は、除菌マスクシステムを模式的に示す図である。除菌マスクシステム１００Ｗ
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の原理は次のとおりである。空気清浄機１０Ｗにおける電解装置（図示せず）で生成され
た電解水がタンク１２Ｗに貯められている。吸気ポンプ２０Ｗから空気がタンク１２Ｗに
送られ、気泡発生装置２２Ｗにより気泡が発生し、その気泡は電解水を通過することとな
る。この際に、電解水の蒸気が気泡に取り込まれ、電解水を抜けた空気が気液接触用の多
孔質体１４Ｗを通過し、ホース１６Ｗを通じてマスク部１８Ｗ内へと吹き出し口２４Ｗか
ら排出される。多孔質体１４Ｗには、電解水の蒸気を含んだ気泡が通過するため、湿潤し
ていき、多孔質体１４Ｗにて空気と電解水の気液接触をさらに図ることができる。多孔質
体１４Ｗは、たとえば５μｍ～２０μｍの孔からなるものとすることができ、多孔質体１
４Ｗは、スポンジであってもよいし、不織布（フェルト）とすることができる。多孔質体
１４Ｗであると、空気が通過の際に乱流となり、液との接触を長くすることができる。
【０２１７】
　具体的には、超機密性マスクの素材形態は空気濾過部分の素材はヘパフィルター等の空
気を通す微細な通過口を持った素材である。且つマスク周辺部には頬と密着しやすいシリ
コンゴム等で機密性を保たれた構造に生体内でマクロファージ等が殺菌力として産生して
いるＨＣｌＯ（次亜塩素酸）を布に塗付又はＨＣｌＯ（次亜塩素酸）小型生成装置と同じ
く小型ＨＣｌＯミスト発生装置からチューブでマスク内に送り込む。
【０２１８】
　設計条件としては、たとえば、電解面積を２０ｍｍ×１０ｍｍとし、生成タンクの容量
を５０ｃｃとし、吸気ポンプにエアポンプ（移動水槽用）を採用することができる。
【０２１９】
　電解次亜塩素酸（ＨＣｌＯ)は公知の様に免疫系の白血球やマクロファージが生体内に
進入してきたバクテリアやウイルス等を攻撃する時に過酸化水素等をミエロペルオキシタ
ーゼが次亜塩素酸（ＨＣｌＯ)に合成して免疫を司る事は公知の事であるが、このＨＣｌ
Ｏが風邪などのインフルエンザウイルス等の除菌に有効である事は容易に理解できるが、
この除菌力の有るＨＣｌＯを微細ミストにしそれをパイプなどによりマスク内に噴霧して
皮膚や呼吸その他に害がない。
【０２２０】
２０．食器洗浄装置
　図４６は、食器洗浄装置を模式的に示す図である。食器洗浄装置１００Ｘは、電解装置
１０Ｘを含む。電解装置１０Ｘの陽極室にて生成された電解水（酸性水）と陰極室にて生
成された電解水（アルカリ水）とが、それぞれ供給管１２Ｘ，１４Ｘを通じて排出され、
混合された後に電解水貯留槽１６Ｘに供給される。電解水供給ポンプ１８Ｘを通じて電解
水貯留槽１６Ｘにある電解水を電解水噴射ノズル２０Ｘに供給し、電解水を噴射して、食
器３０Ｘを洗浄する。洗浄汚水は、電解水回収部（汚水誘導板）２２Ｘを通じて、排水ノ
ズル２４Ｘを通じて排水される。
【０２２１】
　電解水により洗浄・殺菌を行うため、薬品を使用せずに洗浄殺菌を行うことができ、高
熱の蒸気や温水を使用する必要がない。これにより、手荒れが起き難い。
【０２２２】
　特に、電解装置１０Ｘの陽極室と陰極室とが連通していることで、次亜塩素酸を含むｐ
Ｈ６．０～８．０の範囲の電解水を生成することができ、電解水の殺菌力を高めることが
できる。電解水をアルカリ性とすることで、同時に洗浄力も付与することができる。
【０２２３】
２１．食肉等洗浄除菌システム
　図４７は、食肉等洗浄除菌システムを模式的に示す図である。食肉等洗浄除菌システム
１００Ｙの原理は次のとおりである。食鳥肉等運搬ガイド１４Ｙで運搬される食鳥肉等２
０Ｙに電解装置１０Ｙにより生成された電解水をミスト発生空気洗浄器１２Ｙにより噴霧
する。このミスト発生空気洗浄器１２Ｙは、上記のミスト発生装置の技術を適用すること
ができる。また、食鳥肉等２０Ｙを食肉等洗浄除菌用電解水水槽１６Ｙに浸してもよい。
洗浄された食鳥肉等は、加工台１８Ｙで加工される。
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【０２２４】
　従来、魚干物や食肉等の洗浄除菌では次亜塩素酸ソーダ（ＮａＣｌＯ）を使用して洗浄
除菌しているが、次亜塩素酸ソーダでは除菌性能が次亜塩素酸ほど強くないので２００ｐ
ｐｍから１，０００ｐｐｍと、かなり高濃度にして使うことが多い。しかし、これでは食
肉に次亜塩素酸ソーダ（ＮａＣｌＯ)が高濃度に残留し、食べる時には強い薬品臭がする
事がある。
【０２２５】
　しかし、中性付近の次亜塩素酸（ＨＣｌＯ)では約３０ｐｐｍ前後の濃度では、通常の
大腸菌やブドウ球菌はもとより芽胞菌に至るまで除菌を可能にする。中性付近の３０ｐｐ
ｍ前後の濃度の次亜塩素酸入り電解水では、たとえば次の効果がある。
（ｉ）強い除菌性能を示す。
（ｉｉ）皮膚や粘膜等に負荷を与えない。
（ｉｉｉ）排水基準に抵触しないので二次処理無しで排水が可能である。
（ｉｖ）塩酸等の薬品を使わないので安全である。
（ｖ）安価な除菌を可能にする。
（ｖｉ）中性付近なので錆びなどが起き難い。
（ｖｉｉ）中性付近なので生肉等から水分を抜きとらない。
（ｖｉｉｉ）中性付近なので肉に味が着かない。
【０２２６】
２２．食品除菌洗浄システム
　図４８および図４９は、第１の食品除菌洗浄システムを示す。第１の食品除菌洗浄シス
テム２００Ｂの原理は次のとおりである。水道水パイプ２１２Ｂから分岐された水道水は
そのまま洗浄食品すすぎ部２２０Ｂに供給される流れと、分岐されて電解する電解装置２
１０Ｂに供給され、電解生成された厚生労働省より食品添加物である次亜塩素酸及び次亜
塩素酸ナトリウム入り中性付近の電解水は洗浄装置１・２・３等の洗浄槽２１４Ｂ，２１
６Ｂ，２１８Ｂに供給され、槽２１４Ｂ，２１６Ｂ，２１８Ｂ内でバブリングを行ない野
菜や魚や肉片等２２０Ｂの洗浄除菌を一連の流れで行える。洗浄槽２１４Ｂ，２１６Ｂ，
２１８Ｂは、装置据え付け台２２２Ｂに据え付けられる。最後にすすぎ部２２０Ｂにて、
すすぎが行われる。槽２１２Ｂ，２１４Ｂ，２１６Ｂ，２１８Ｂ内の処理後の水は、排水
口２４０Ｂ，２４２Ｂ，２４４Ｂ，２４６Ｂにより排水される。
【０２２７】
　電解装置２１０Ｂの陰極室から供給されたアルカリ電解水は、アルカリ水タンク２５０
Ｂに貯留し、陽極室から供給された酸性電解水は、酸性水タンク２５２Ｂに貯留して、自
動供給装置２５４Ｂにより種々の槽２１４Ｂ，２１６Ｂ，２１８Ｂに供給してもよい。自
動供給装置２５４Ｂは、制御部２５６Ｂにより制御することができる。
【０２２８】
　また、同時に果実や野菜等の農産物の収穫時に中性次亜塩素酸電解水を短時間浸漬する
ことで洗浄・除菌を行え、その効果としては倉庫に長期間保管する場合などでは、元々付
着している腐敗菌が取り除かれるので長期保管での腐敗が防止可能となる。これら腐敗は
従来防ぐ方法が無く、電解次亜塩素酸の殺菌力と安全性で長期保存に画期的な方法である
。既に沖縄でのマンゴーの収穫時に未処理保管物と電解処理保管物では別紙資料のように
大きな差別化が実証されている。
　また、次亜塩素酸ナトリウム電解水はｐＨ６．０よりも酸性側に調整可能と出来る上記
の電解装置により、弱酸性電解水では野菜や生肉などの細胞にダメージを与えにくく洗浄
除菌には最適である。
【０２２９】
　従来、野菜洗浄には次亜塩素酸ナトリウムを使って洗浄しているが次亜塩素酸ナトリウ
ム（ＮａＣｌＯ）では２００ｐｐｍや５００ｐｐｍ等相当の濃度の高い洗浄液でないと除
菌は難しいが、微酸性電解水では中性付近でしかも次亜塩素酸（ＨＣｌＯ）濃度３０ｐｐ
ｍ前後の濃度でも十二分の除菌性能がある。しかも、微酸性電解水での洗浄除菌では、次
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亜塩素酸をすすぐにしても極少量の水道水で洗い流す事が出来るので、地下水を汲み上げ
る水量の削減に伴いランニングコストの削減や特に渇水時期には大きな効果として期待が
持てる。
【０２３０】
　また、従来魚介類の洗浄は水道水又は塩水を使用していたが、中性付近の微酸性電解水
では野菜や生肉へのダメージが起き難いので肉細胞が酸化され難く野菜や肉の細胞が傷ま
ないまま除菌洗浄が可能となる画期的な除菌方法である。中性付近の次亜塩素酸を含む電
解水は生肉細胞へのダメージが起き難いというメリットもある。
【０２３１】
　中性付近の次亜塩素酸（ＨＣｌＯ)では約３０ｐｐｍ前後の濃度では、次の効果がある
。
（ｉ）通常の大腸菌やブドウ球菌はもとより芽胞菌に至るまで除菌を可能にする。
（ｉｉ）強い除菌性能を示す。
（ｉｉｉ）皮膚や粘膜等に負荷を与えない。
（ｉｖ）排水基準に抵触しないので二次処理無しで排水可能である。
（ｖ）塩酸等の薬品を使わないので安全である。
（ｖｉ）安価な除菌を可能にする。
（ｖｉｉ）中性付近なので錆びなどが起き難い。
（ｖｉｉｉ）中性付近なので生肉等から水分を抜きとらない。
（ｉｘ）中性付近なので肉に味が着かない
【０２３２】
　図５０は、第２の食品除菌洗浄システムを模式的に示す図である。原水は、原水供給管
２４０Ｃを通じて、電解装置２１０Ｃに導入されるものと、すすぎ槽２２６Ｃに導入され
るものとの二つに分かれる。電解装置２１０Ｃに導入されたものは、陰極室にて生成され
た電解水（アルカリ性の電解水）がアルカリ洗浄槽２２２Ｃに供給され、陽極室にて生成
された電解水（酸性の電解水）が酸性除菌槽２２４Ｃに供給される。野菜などの食品２３
０Ｃは、食品容器２２０Ｃからアルカリ洗浄槽２２２Ｃ、酸性除菌槽２２４Ｃそしてすす
ぎ槽２２６Ｃに順次移動し、洗浄がなされる。
【０２３３】
　電解水により洗浄・殺菌を行うため、薬品を使用せずに洗浄殺菌を行うことができ、高
熱の蒸気や温水を使用する必要がない。これにより、手荒れが起き難い。
【０２３４】
　特に、電解装置２１０Ｃの陽極室と陰極室とが連通していることで、次亜塩素酸を含む
ｐＨ６．０～８．０の範囲の電解水を生成することができ、電解水の殺菌力を高めること
ができる。電解水をアルカリ性とすることで、同時に洗浄力も付与することができる。
【０２３５】
２３．消臭システム
　図５１は、消臭システムを模式的に示す図である。消臭システム２００Ｅについて説明
する。消臭システム２００Ｅは、排便吸引部２２８Ｅにより排便を吸引し、排便貯留槽２
３０Ｅに排便が貯められる。排便２３２Ｅが貯留されている排便貯留槽２３０Ｅの気体を
吸引バキューム２３４Ｅで吸引し、その気体をサイクロン式空気清浄機２２０Ｅに供給す
る。サイクロン式空気清浄機２２０Ｅには、電解装置（図示せず）により生成された電解
水（酸性電解水）が貯められており、ポンプ２２２Ｅを通じて、上部から噴射される。サ
イクロン式空気清浄機２２０Ｅは、たとえば、本願発明者が発明者となっている特開２０
０６－１４１８６４号公報に開示された技術や特開２００６－３２０８５６号公報に開示
された技術のものを適用することができる。空気清浄機２２０Ｅにて消臭された空気は、
消臭処理空気筒２２４Ｅから排出される。
【０２３６】
　電解水により消臭を行うため、薬品を使用せずに消臭を行うことができる。特に、電解
装置２１０Ｃの陽極室と陰極室とが連通していることで、次亜塩素酸を含むｐＨ６．０～
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８．０の範囲の電解水を生成することができ、電解水の殺菌力を高めることができる。電
解水をアルカリ性とすることで、同時に洗浄力も付与することができる。
【０２３７】
２４．洗濯システム
　図５２は、洗濯システムを模式的に示す図である。洗濯システム２００Ｆにおいて、原
水管２４０Ｆから供給された原水は、電解装置２１０Ｆを通じて洗濯機２３０Ｆに供給さ
れるものと、直接に洗濯機２３０Ｆに供給されるものとがある。原水が電解装置２１０Ｆ
に供給されることで電解水が生成され、電解水貯留タンク２２０Ｆに供給される。電解水
貯留タンク２２０Ｆの電解水は、ポンプ２４２Ｆを通じて洗濯機に供給される。この電解
水は、原水を混合することもできる。原水の供給料は、バルブ２４６Ｆにより調整するこ
とができる。洗濯機２３０Ｆに供給される原水や電解水はバルブ２４４Ｆにより供給量を
調整することができる。ポンプ２４２Ｆやバルブ２４４Ｆ，２４６Ｆは、制御部（図示せ
ず）により制御することができる。
【０２３８】
　上述電解装置により生成された電解水により洗浄・殺菌を行うため、薬品を使用せずに
洗浄殺菌を行うことができ、高熱の蒸気や温水を使用する必要がない。また、洗剤の使用
量を大幅に削減（たとえば５０～９０％の削減）をすることができ、手荒れが起き難い。
【０２３９】
　特に、電解装置２１０Ｃの陽極室と陰極室とが連通していることで、次亜塩素酸を含む
ｐＨ６．０～８．０の範囲の電解水を生成することができ、電解水の殺菌力を高めること
ができる。電解水をアルカリ性とすることで、同時に洗浄力も付与することができる。
【０２４０】
　上記の実施の形態は、本発明の範囲内において、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０２４１】
　１０　電解装置
　２０　陽極室
　２２　陽極
　２２ａ　爪電極部
　２２ｂ　パンチング孔
　２４　第１の隔膜
　２６　第１の給水口
　２８ａ　第１の吐出口
　２８ｂ　第１の吐出バルブ
　２８ｃ　第１のガス抜き口
　３０　陰極室
　３２　陰極
　３２ａ　爪電極部
　３２ｂ　パンチング孔
　３４　第２の隔膜
　３６　第２の給水口
　３８ａ　第２の吐出口
　３８ｂ　第２の吐出バルブ
　３８ｃ　第２のガス抜き口
　４０　中間室
　５０　隔壁
　５２　連通孔
　５４　連通路
　５６　開閉量調整バルブ
　６０　分配割合調整バルブ
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　７０　直流電源
　８０　電解質水溶液の供給源
　９０　シート体
　１００Ａ　精密部品洗浄装置
　１００Ｂ　空気清浄装置
　１００Ｃ　製氷装置
　１００Ｄ　内視鏡洗浄装置
　１００Ｅ　洗髪装置
　１００Ｆ　水耕栽培装置
　１００Ｇ　洗車装置
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